
分
与
賞
典
禄
の
研
究

－
尾
張
徳
川
家
の
場
合
1

松

平

秀

治

分与賞典禄の研究

　
維
新
黎
明
期
に
お
い
て
明
治
新
政
府
は
、
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
を
は
じ
め
東

日
本
各
地
で
抵
抗
を
示
し
た
一
部
の
旧
幕
臣
と
諸
藩
を
、
薩
・
長
を
中
心
と

し
た
兵
力
で
鎮
圧
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
の
戊
辰
戦
争
の
勝
利
は
新
政

府
の
基
礎
固
め
に
大
き
な
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

今
度
は
戦
功
の
あ
っ
た
将
士
に
対
す
る
行
賞
が
大
き
な
政
治
問
題
と
な
っ
た
。

ま
た
同
時
に
、
戦
功
だ
け
で
な
く
王
政
復
古
に
尽
力
し
た
人
々
へ
の
賞
与
も

考
え
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
有
功
の
者
へ
賞
典
禄
を
給

付
す
る
こ
と
に
な
り
、
明
治
二
年
六
月
二
日
戊
辰
戦
争
賞
典
、
同
年
九
月
一

四
日
函
館
賞
典
、
そ
の
二
六
日
復
古
賞
典
が
発
表
さ
れ
、
皇
族
・
公
家
・
大

名
を
は
じ
め
有
功
の
士
等
に
総
高
一
〇
〇
万
石
に
及
ぶ
賞
典
禄
が
与
え
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
さ
て
、
本
稿
で
取
上
げ
よ
う
と
す
る
尾
張
徳
川
家
は
、
明
治
二
年
六
月
二

日
に
徳
川
慶
勝
・
徳
成
（
の
ち
義
宜
と
改
名
）
父
子
連
名
（
徳
成
は
藩
主
、

慶
勝
は
徳
成
の
二
代
前
の
藩
主
で
当
時
は
隠
居
の
身
分
）
で
、
永
世
高
一
万

五
〇
〇
〇
石
を
給
与
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
戊
辰
戦
争
の
戦
功
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
な
お
尾
張
藩
は
、
王
政
復
古
に
も
積
極
的
に
尽
力
し
た
こ
と
か
ら
、

九
月
二
六
日
の
復
古
賞
典
の
際
に
は
慶
勝
が
従
一
位
に
陞
叙
さ
れ
、
藩
士
田

宮
如
雲
に
は
永
世
禄
四
〇
〇
石
、
同
田
中
国
之
輔
（
不
二
麿
）
に
は
一
時
金

一
〇
〇
〇
両
が
与
え
ら
れ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
賞
典
禄
支
給
決
定
ま
で
の
政
府
部
内
に
お
け
る
審
議
過
程
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ユ
　

に
つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
給
与
後
の
問
題
に
関
し
て
詳
述

さ
れ
た
も
の
は
殆
ん
ど
な
い
状
態
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
尾
張
徳
川

家
に
支
給
さ
れ
た
賞
典
禄
が
、
有
功
の
藩
士
等
に
ど
の
よ
う
に
配
分
さ
れ
た

か
と
い
う
点
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
従
来
の
研
究
の
空
白
部
分
を
い
さ
さ

か
な
り
と
も
補
う
こ
と
に
し
た
い
。

　
な
お
、
本
稿
で
使
用
す
る
原
史
料
は
す
べ
て
徳
川
林
政
史
研
究
所
の
所
蔵

文
書
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
く
。

一
　
明
治
維
新
と
尾
張
藩

　
尾
張
藩
は
徳
川
御
三
家
の
筆
頭
と
し
て
重
き
を
な
し
た
藩
で
あ
る
が
、
幕

末
に
は
尊
王
思
想
を
持
つ
慶
勝
が
藩
主
と
な
っ
て
、
幕
府
の
開
港
に
反
対
す
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る
な
ど
の
動
き
を
示
し
た
。
し
か
し
慶
勝
は
安
政
五
年
七
月
に
、
前
月
の
不

時
登
城
を
各
め
ら
れ
て
隠
居
急
度
慎
み
と
い
う
処
分
を
う
け
た
ρ
こ
の
慶
勝

に
か
わ
っ
て
藩
主
と
な
っ
た
の
は
、
実
弟
の
茂
徳
で
あ
っ
た
心
茂
徳
が
藩
主

に
な
る
と
、
今
ま
で
慶
勝
の
側
近
く
に
あ
っ
て
尊
王
撰
夷
論
を
唱
え
て
い
た

田
宮
如
雲
ら
が
排
除
さ
れ
、
佐
幕
派
の
藩
士
が
実
権
を
握
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
慶
勝
ら
を
処
罰
し
た
大
老
井
伊
直
弼
は
、
万
延
元
年
桜
田
門
外
で
水
戸

浪
士
た
ち
に
暗
殺
さ
れ
る
た
め
、
藩
内
の
情
勢
は
再
び
尊
王
側
に
有
利
と
な

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
文
久
二
年
四
月
慶
勝
は
謹
慎
を
解
か
れ
て
政
界
に
復
帰

し
た
。
彼
の
復
活
に
よ
っ
て
再
び
反
幕
派
が
勢
力
を
盛
り
返
え
し
た
た
め
、

藩
主
茂
徳
の
立
場
は
極
め
て
微
妙
な
状
況
に
追
い
込
ま
れ
、
つ
い
に
翌
三
年

九
月
隠
居
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
茂
徳
の
あ
と
は
養
子
元
千
代
（
慶
勝

の
実
子
で
、
幕
命
に
よ
っ
て
茂
徳
の
養
子
と
な
っ
た
。
後
の
徳
成
、
ま
た
改

め
義
宜
）
が
封
を
継
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
が
、
元
千
代
は
わ
ず
か
六
才
で
あ
っ

た
の
で
実
父
慶
勝
が
後
見
役
と
な
っ
た
。
こ
れ
以
後
尾
張
藩
は
、
尊
王
を
旗

印
と
し
て
王
政
復
古
に
尽
捧
し
、
そ
の
た
め
王
政
復
古
に
際
し
て
は
慶
勝
が

議
定
に
、
藩
士
荒
川
甚
作
・
丹
羽
賢
・
田
中
国
之
輔
が
参
与
に
任
命
さ
れ
た
。

そ
の
後
慶
勝
は
、
朝
幕
間
の
周
旋
に
努
力
し
た
が
そ
れ
も
成
功
せ
ず
、
つ
い

に
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
と
な
り
戊
辰
戦
争
が
開
始
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
と
こ
ろ

が
慶
勝
が
勤
王
派
を
率
い
て
上
方
で
王
事
に
関
与
し
て
い
る
隙
に
、
国
元
で

は
再
び
佐
幕
派
が
台
頭
し
、
不
穏
な
情
勢
に
立
ち
至
っ
た
た
め
、
慶
勝
は
領

内
の
賊
徒
訣
数
・
近
国
領
主
の
勤
王
誘
引
を
命
ぜ
ら
れ
帰
国
し
た
。
明
治
元

年
正
月
二
〇
日
に
帰
国
し
た
慶
勝
は
、
二
五
日
ま
で
の
間
に
佐
幕
派
の
渡
辺

新
左
衛
門
ら
一
四
名
を
斬
に
処
し
、
同
志
と
見
ら
れ
る
多
数
の
藩
士
に
隠
居

や
謹
慎
を
命
じ
た
ゆ
つ
い
で
勤
王
誘
引
の
た
め
藩
士
丹
羽
賢
・
鷲
津
九
蔵
ら

四
〇
名
余
を
、
三
河
・
遠
江
・
甲
斐
・
美
濃
及
び
上
野
の
諸
国
に
派
遣
し
た
。

こ
の
特
使
は
、
尾
張
近
国
に
所
領
を
も
つ
大
名
・
幕
臣
等
に
対
し
て
勤
王
を

勧
め
、
こ
れ
に
応
じ
た
領
主
か
ら
は
誓
書
を
提
出
さ
せ
た
。
こ
の
勤
王
誘
引

運
動
は
順
調
に
進
展
し
た
の
で
、
明
治
元
年
三
月
末
を
も
っ
て
中
止
さ
れ
た

が
、
そ
の
短
期
間
に
成
果
を
収
め
え
た
の
は
、
や
は
り
親
藩
筆
頭
の
尾
張
藩

が
旗
織
を
鮮
明
に
し
、
朝
廷
側
に
立
っ
て
勧
説
に
当
た
っ
た
た
め
と
見
ら
れ

て
い
る
。

　
勤
王
誘
引
が
進
行
す
る
一
方
に
お
い
て
藩
主
徳
成
は
、
元
年
二
月
に
東
海

道
先
鋒
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
、
藩
士
富
永
孫
太
夫
兼
保
・
津
田
帯
刀
寛
敦
を

隊
長
と
し
て
七
八
四
名
を
東
下
さ
せ
た
。
こ
の
部
隊
は
二
月
一
八
日
名
古
屋

を
出
立
し
た
が
、
つ
い
で
二
二
日
大
総
督
有
栖
川
宮
が
名
古
屋
を
出
発
す
る

に
当
た
っ
て
は
、
藩
士
上
野
資
寿
が
一
〇
〇
余
名
を
率
い
て
こ
れ
に
従
軍
し

た
。
東
下
し
た
藩
兵
は
、
途
中
各
地
で
敵
が
屯
集
し
て
い
る
と
の
情
報
が
は

い
る
と
兵
を
割
い
て
鎮
圧
に
向
っ
た
が
、
大
き
な
戦
い
に
は
遭
遇
し
な
か
っ

た
。
四
月
に
な
る
と
江
戸
城
の
明
け
渡
し
が
決
ま
り
、
そ
の
受
取
り
方
を
尾

州
藩
に
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
、
藩
士
水
野
忠
雄
が
そ
の
折
衝
に
当
た
り
、
一
一

日
無
事
入
城
す
る
と
と
も
に
諸
事
務
を
終
え
、
つ
い
で
有
栖
川
宮
の
入
城
と

な
っ
た
。
そ
の
後
一
部
の
兵
は
江
戸
城
諸
門
の
警
衛
に
任
じ
た
が
、
一
部
は

命
に
よ
っ
て
信
州
中
野
へ
出
動
し
た
。
こ
の
派
兵
は
、
旧
幕
府
脱
走
兵
等
が

会
津
か
ら
越
後
へ
侵
入
し
、
更
に
中
野
方
面
に
も
攻
め
入
っ
た
た
め
で
あ
っ

て
、
四
月
二
四
日
津
田
寛
敦
が
兵
隊
を
率
い
て
出
発
、
翌
閏
四
月
五
日
に
中

野
へ
着
陣
し
た
。
と
こ
ろ
が
越
後
高
田
方
面
の
情
勢
が
急
変
し
た
た
め
、
直
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ち
に
中
野
か
ら
越
後
へ
進
軍
し
た
と
こ
ろ
、
高
田
方
面
は
ほ
ぼ
鎮
定
さ
れ
て

い
た
の
で
江
戸
へ
の
召
還
命
令
が
出
さ
れ
、
新
井
に
お
い
て
尾
州
表
か
ら
到

着
し
た
千
賀
与
八
郎
信
立
の
率
い
る
藩
兵
と
交
代
し
て
江
戸
に
引
揚
げ
た
。

江
戸
で
は
五
月
に
上
野
の
彰
義
隊
の
討
伐
が
行
な
わ
れ
、
尾
藩
も
こ
の
攻
撃

に
加
わ
っ
て
戦
功
が
あ
っ
た
。
つ
い
で
七
月
奥
州
へ
の
派
兵
を
命
ぜ
ら
れ
、

同
月
二
三
・
二
四
日
の
両
日
に
富
永
兼
保
を
隊
長
と
す
る
部
隊
四
三
〇
名
余

が
東
京
（
こ
の
月
江
戸
を
東
京
と
改
め
た
）
を
進
発
し
た
。
こ
の
部
隊
は
各

地
に
分
遣
さ
れ
、
一
隊
は
八
月
一
〇
日
、
奥
州
長
沼
町
で
会
津
兵
と
戦
火
を

交
え
て
退
け
た
が
四
名
の
負
傷
老
を
出
し
、
更
に
会
津
へ
進
攻
し
た
。
ま
た

一
部
は
白
河
か
ら
二
本
松
へ
と
進
軍
し
た
が
、
既
に
し
て
奥
羽
鎮
圧
が
成
功

し
た
た
め
引
揚
げ
る
こ
と
と
な
り
、
全
軍
一
一
月
三
日
東
京
へ
帰
着
し
た
。

こ
の
よ
う
に
東
海
道
を
下
っ
た
部
隊
は
江
戸
か
ら
信
州
・
越
後
、
ま
た
奥
州

へ
と
転
戦
し
た
が
、
一
一
月
一
〇
日
東
京
を
出
立
し
て
同
二
一
日
に
名
古
屋

へ
凱
旋
し
、
他
の
一
部
は
一
二
月
一
四
日
東
京
か
ら
名
古
屋
へ
帰
陣
し
た
。

　
次
に
甲
信
両
国
へ
出
兵
し
た
部
隊
の
動
向
に
つ
い
て
み
る
と
、
藩
内
を
勤

王
に
統
一
し
、
ま
た
勤
王
誘
引
工
作
を
終
え
た
慶
勝
は
、
元
年
四
月
下
旬
上

京
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
途
中
で
、
朝
命
が
下
り
、
会
津
兵
等
の
先
鋒
が

信
州
北
部
ま
で
進
攻
し
て
き
た
た
め
に
北
陸
道
の
官
軍
を
救
援
す
る
こ
と
に

な
り
、
入
京
し
な
い
ま
ま
名
古
屋
に
戻
っ
た
。
ま
た
京
都
に
あ
っ
た
犬
山
藩

主
成
瀬
正
肥
（
新
政
府
の
会
計
事
務
局
権
判
事
）
と
尾
張
藩
士
田
宮
如
雲

（
参
与
職
・
国
事
事
務
判
事
）
に
も
、
新
政
府
の
役
職
を
解
い
て
慶
勝
の
応

援
を
す
る
よ
う
命
ぜ
ら
れ
た
。
慶
勝
は
閏
四
月
九
日
自
ら
兵
一
五
〇
〇
を
率

い
て
名
古
屋
を
出
陣
し
、
美
濃
太
田
へ
兵
を
進
め
、
こ
こ
を
本
営
と
し
た
。

ま
た
成
瀬
・
田
宮
も
手
兵
を
率
い
て
同
日
信
州
へ
進
発
し
、
両
名
は
信
州
馬

籠
で
分
か
れ
、
成
瀬
正
肥
は
塩
尻
へ
、
田
宮
如
雲
は
高
遠
へ
と
向
っ
た
。
と

こ
ろ
が
旧
幕
兵
は
甲
府
方
面
に
進
出
し
た
た
め
、
田
宮
の
部
隊
は
直
ち
に
甲

府
へ
向
い
、
成
瀬
隊
の
一
部
も
塩
尻
か
ら
甲
府
に
進
ん
で
甲
州
の
平
定
を
終

え
、
五
月
一
〇
日
甲
府
を
引
揚
げ
た
。
こ
こ
に
甲
信
の
鎮
撫
が
な
っ
た
の
で
、

五
月
二
五
日
慶
勝
は
太
田
の
陣
を
撤
し
、
翌
日
名
古
屋
へ
帰
陣
し
た
と
こ
ろ
、

改
め
て
箱
根
に
屯
集
す
る
旧
幕
兵
討
伐
軍
の
増
援
を
命
ぜ
ら
れ
た
た
め
、
信

州
に
残
留
す
る
人
見
高
景
に
犬
山
藩
兵
を
つ
け
て
甲
府
に
向
わ
せ
た
が
、
甲

府
に
着
陣
し
た
六
月
二
日
に
は
箱
根
屯
集
の
兵
も
散
解
し
て
い
た
の
で
、
．
高

景
も
帰
陣
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
そ
の
後
の
六
月
末
、
渡
辺
対
馬
守
を
隊
長
と
す

る
二
一
五
名
の
部
隊
が
塩
尻
に
進
出
し
、
・
信
州
の
旧
幕
領
を
管
轄
す
る
と
と

も
に
越
後
に
備
え
た
が
、
九
月
中
旬
に
渡
辺
は
横
井
兵
吉
と
交
代
、
こ
の
横

井
も
数
日
中
に
名
古
屋
へ
帰
陣
し
た
。

　
最
後
に
北
越
出
兵
部
隊
の
動
き
に
つ
い
て
ご
く
簡
単
に
述
べ
て
お
く
。
こ

の
部
隊
は
元
年
四
月
一
一
九
日
千
賀
信
立
を
隊
長
と
し
て
一
五
〇
〇
余
名
が
名

古
屋
か
ら
信
州
に
向
っ
た
が
、
つ
い
で
越
後
の
官
軍
を
赴
援
す
る
こ
と
を
命

ぜ
ら
れ
た
の
で
越
後
新
井
へ
進
軍
し
た
。
新
井
か
ら
は
北
陸
本
道
を
避
け
、

長
岡
へ
通
ず
る
間
道
を
進
撃
し
、
閏
四
月
二
三
日
の
雪
峠
で
は
苦
戦
し
て
若

干
の
負
傷
者
を
出
し
た
が
敵
を
敗
走
さ
せ
、
ま
た
五
月
初
旬
に
は
片
貝
村
付

近
の
激
戦
で
戦
死
老
も
六
名
を
出
し
た
。
五
月
中
旬
に
は
榎
峠
付
近
の
戦
闘

で
敵
を
斥
け
、
六
月
初
旬
に
は
長
岡
に
進
撃
、
こ
の
方
面
で
七
月
末
ま
で
転

戦
し
て
戦
功
を
た
て
た
。
長
岡
城
が
陥
落
す
る
と
更
に
進
攻
し
、
九
月
に
は

部
隊
は
四
隊
に
分
か
れ
て
行
動
す
る
こ
と
に
な
り
、
一
隊
は
新
発
田
へ
進
み
、

3



唱
隊
は
米
沢
方
面
に
向
い
、
ま
た
一
隊
は
会
津
へ
、
そ
し
て
最
後
の
一
隊
は

庄
内
へ
と
進
攻
し
た
が
、
一
〇
月
に
は
奥
羽
の
鎮
圧
が
終
了
し
た
の
で
順
次

撤
兵
し
、
一
一
月
末
ま
で
に
は
名
古
屋
に
凱
旋
し
た
。
こ
の
北
越
出
兵
の
部

隊
が
最
も
多
く
実
戦
に
参
加
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
戦
功
も
あ
げ
た
が
死
傷

者
も
多
く
出
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
以
上
、
幕
末
・
維
新
期
の
尾
藩
の
動
き
に
つ
い
て
略
述
し
た
ぷ
、
維
新
期

に
お
け
る
尾
張
藩
の
勤
王
誘
引
運
動
の
成
功
は
、
軍
事
的
に
み
て
新
政
府
の

立
場
を
極
め
て
有
利
に
し
た
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
引
続
い
て
の
戊
辰
戦
争
に

お
け
る
軍
事
行
動
も
、
親
藩
ボ
積
極
的
に
新
政
府
側
に
立
っ
た
と
い
う
こ
と

を
近
隣
領
主
に
強
く
印
象
づ
け
、
朝
廷
側
に
協
力
す
る
領
主
の
数
を
ふ
や
す

上
に
著
し
い
効
果
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
に
維
新
期
に
お
け
る
尾

州
藩
の
果
し
た
役
割
は
、
決
し
て
小
さ
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
新
政
府
は

こ
の
尾
藩
の
功
績
に
対
し
、
明
治
二
年
六
月
二
日
に
戊
辰
戦
争
の
戦
功
と
い

う
形
で
賞
典
禄
一
万
五
〇
〇
〇
石
を
徳
川
慶
勝
・
徳
成
父
子
に
給
与
す
る
こ

と
に
な
っ
た
が
、
以
下
そ
の
賞
典
禄
を
い
か
に
有
功
の
士
卒
に
分
配
し
た
か

に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

二
　
明
治
二
・
三
年
分
の
賞
典
禄
配
分

　
明
治
二
年
六
月
二
日
に
賞
典
禄
を
与
え
ら
れ
た
徳
川
慶
勝
父
子
は
、
同
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

七
日
に
こ
れ
を
辞
退
す
る
旨
の
上
表
文
を
呈
し
た
が
一
九
日
に
却
下
さ
れ
、

賞
典
禄
の
支
給
が
確
定
し
た
。
さ
て
、
新
政
府
は
賞
典
禄
を
現
米
（
ニ
ツ
五

分
物
成
の
計
算
）
で
支
給
す
る
こ
と
に
し
て
領
地
を
指
定
せ
ず
領
有
権
の
拡

大
を
防
止
し
た
が
、
大
名
に
給
付
し
た
賞
典
禄
を
更
に
有
功
の
家
臣
に
分
与

す
る
こ
と
は
、
大
名
側
に
一
任
し
た
。
勿
論
政
府
は
、
賞
典
禄
を
受
け
た
大

名
が
軍
功
の
藩
士
ら
に
こ
れ
を
分
与
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
の
で
あ
る

が
、
尾
張
徳
川
家
の
場
合
は
直
ち
に
藩
士
へ
の
分
与
と
い
う
形
態
を
と
ら
ず
、

明
治
四
年
九
月
か
ら
永
世
・
終
身
の
区
別
を
た
て
て
有
功
の
士
卒
に
配
分
し

た
Q
そ
の
理
由
は
、
賞
典
禄
支
給
前
に
論
功
行
賞
を
す
で
に
一
応
終
え
て
い

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
す
な
わ
ち
、
明
治
元
年
末
に
は
尾
張
藩
の
出
征
兵
士
が
帰
国
し
て
お
り
、

す
ぐ
に
戦
功
の
調
査
・
確
認
が
開
始
さ
れ
、
翌
二
年
二
月
に
恩
賞
が
決
定
し

た
。
こ
の
恩
賞
の
内
容
は
、
軍
功
士
卒
に
蔵
米
で
終
身
加
増
し
た
り
、
刀
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

脇
差
を
与
え
た
り
、
ま
た
家
格
を
上
げ
た
り
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
時

の
賞
禄
の
額
や
人
数
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
が
、
版
籍
奉
還
以
前
で
あ
る

か
ら
、
加
増
の
場
合
は
当
然
尾
州
藩
の
貢
租
か
ら
支
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
有
功
士
卒
に
対
し
、
あ
る
程
度
の
賞
与
を
実
行
し
て

い
た
の
で
、
徳
川
父
子
に
対
す
る
賞
典
禄
を
直
ち
に
分
与
す
る
必
要
が
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
が
二
年
一
一
月
、
名
古
屋
藩
で
は
士
卒
の
家
禄
を
削
減
す
る
禄
制

　
　
　
　
　
　
　
う
り

改
革
が
断
行
さ
れ
、
旧
藩
士
の
困
窮
が
目
に
余
る
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た
た

め
、
徳
川
家
で
も
救
済
措
置
を
講
ず
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
そ
こ
で
三
年
閏

一
〇
月
に
な
っ
て
か
ら
、
戊
辰
戦
争
に
出
征
し
た
士
卒
に
対
し
、
改
革
に
よ

る
家
禄
の
減
少
分
を
多
少
と
も
補
填
す
る
意
味
で
賞
典
禄
を
分
賦
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

を
正
式
に
決
定
し
、
明
治
二
年
分
賞
典
禄
の
三
分
の
一
、
高
五
〇
〇
〇
石

（
現
米
で
は
一
二
五
〇
石
に
当
た
る
）
を
現
金
で
名
古
屋
藩
に
引
渡
す
旨
藩

4



分与賞典禄の研究

第1表明治2年分賞典禄分配金額表

1人平均金額（円）額（円）金数人等先兵出

6．　98

3．3

4．15

0．72

0．9

0．75

0．59

1．53

約

5，794

2，716，5

2，205，5

　　708．5

　　204．5

　　112．25

　　25．25

　　23

脚
謝
鵬
鰻
謝
㎜

約

43
@
1
5

A北　　越　　等
B北越・奥羽・東海道

C信　州・北　越
D美　濃　太　田
E塩　　　　　尻
F北越への使者等
G　東京・信州等への使者

H成瀬家附属等
3．27約11，789．53，　604約計合

註「北越・奥羽出兵之輩江巳年御賞典禄分配金等調帳」より作成。

当
局
に
申
入
れ
た
。
つ
い
で
藩
側
も
こ
れ
を
諒
承
し
、
実
際
の
分
与
事
務
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

関
す
る
交
渉
を
徳
川
家
と
の
間
で
開
始
し
た
。

　
さ
て
、
軍
功
士
卒
各
人
に
対
す
る
分
配
金
額
の
決
定
が
い
か
な
る
方
法
で

行
な
わ
れ
た
か
は
未
詳
で
あ
る
が
、
二
年
二
月
の
賞
与
の
基
礎
と
な
っ
た
戦

功
調
査
結
果
を
参
考
に
、
名
古
屋
藩
の
軍
事
掛
が
決
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

賞
典
禄
の
三
分
の
一
を
藩
に
引
渡
し
た
徳
川
家
の
記
録
中
に
は
、
各
個
人
に

対
す
る
分
賦
金
額
に
つ
い
て
藩
当
局
と
交
渉
し
た
も
の
が
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、

金
額
は
名
古
屋
藩
に
一
任
さ
れ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
そ
こ
で
藩
庁
側
は
、

徳
川
家
か
ら
受
取
っ
た
現
米
一
二
五
〇
石
分
の
代
金
一
万
円
余
を
分
配
す
る

こ
と
に
な
る
が
、
明
治
二
年
分
の
分
与
金
は
四
年
二
月
以
降
各
人
に
支
給
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
き
ソ

同
年
九
月
ま
で
に
そ
の
事
務
を
完
了
し
た
。

　
右
の
配
分
結
果
は
第
一
表
の
如
く
で
あ
り
、
一
部
人
数
が
史
料
に
明
記
さ

れ
て
お
ら
ず
不
明
確
な
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
お
よ
そ
三
六
〇
〇
名
の
士
卒
に

対
し
て
総
額
一
万
一
七
八
九
円
余
（
当
時
は
ま
だ
両
・
分
・
朱
の
古
い
表
示

を
使
用
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
便
宜
上
一
両
1
1
一
円
で
換
算
し
、
円
表
示

に
改
め
た
）
を
分
配
し
た
。
但
し
、
実
戦
に
参
加
し
な
か
っ
た
太
田
や
塩
尻

に
出
張
し
た
士
卒
に
対
し
て
は
、
酒
肴
料
名
目
の
一
時
金
を
給
与
す
る
に
と

　
　
　
　
　
ソ

ど
ま
っ
た
。
第
一
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
A
北
越
へ
の
出
征
士
卒
に
最
も

多
額
の
金
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
越
後
で
の
激
戦
を
経
て
き
た
部
隊

で
あ
る
か
ら
当
然
で
あ
る
が
、
こ
の
A
グ
ル
ー
プ
の
中
で
最
高
額
を
与
え
ら

れ
た
の
は
総
括
千
賀
与
八
郎
の
三
〇
〇
円
で
、
こ
の
金
額
は
二
年
分
の
分
配

金
中
で
も
最
高
額
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
B
・
C
グ
ル
ー
プ
の
信
州
・
北
越
方

面
に
出
陣
し
た
者
た
ち
な
ど
が
A
に
つ
い
で
多
額
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
B

5



・
C
グ
ル
ー
プ
め
内
で
金
額
の
多
い
者
は
《
渡
辺
銭
次
郎
正
蔭
・
松
本
新
作

・
田
宮
如
雲
の
一
〇
〇
円
で
あ
っ
た
。
こ
れ
以
外
の
D
～
H
は
殆
ん
ど
実
戦

に
参
加
し
て
お
ら
ず
、
金
額
の
面
で
も
D
・
E
グ
ル
ー
プ
は
一
〇
円
支
給
が

最
高
金
額
で
あ
り
、
F
は
七
円
、
G
・
H
は
三
円
が
最
高
額
で
、
全
体
的
に

少
額
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
二
年
分
の
分
与
金
は
、
実
戦
に
参
加
し
た
者
を
中
心
と
し

た
出
征
士
卒
に
与
え
ら
れ
た
が
、
な
か
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
草
葬
諸
隊
へ

の
頒
与
金
で
あ
る
。
草
葬
隊
の
中
で
も
多
額
の
金
を
与
え
ら
れ
た
の
は
、
第

一
表
中
A
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
正
気
隊
と
B
の
帰
順
隊
で
、
続
い
て
C
の
膀

鱒
隊
、
A
の
集
義
隊
（
但
し
、
・
集
義
隊
は
北
越
に
は
行
っ
て
い
な
い
が
A
グ

ル
ー
プ
の
最
後
に
加
え
ら
れ
て
い
る
）
の
順
で
あ
っ
た
。
正
気
隊
は
美
濃
可

児
郡
の
柳
生
豊
緩
・
林
宜
親
・
兼
松
守
誠
ら
の
有
志
が
勤
王
の
人
々
を
集
め

て
組
織
し
た
も
の
で
、
戊
辰
戦
争
に
際
し
て
尾
張
藩
に
出
征
を
出
願
し
て
許

さ
れ
、
藩
兵
の
先
鋒
と
な
っ
て
北
越
に
出
撃
し
て
奮
闘
し
、
本
多
又
蔵
ら
四

　
　
　
　
　
（
鱒
》

名
が
戦
死
し
一
た
。
こ
れ
ら
正
気
隊
士
約
七
〇
名
に
各
一
〇
円
が
下
付
さ
れ
、

戦
死
し
た
四
名
に
対
し
て
も
各
一
〇
円
が
贈
ら
れ
た
。
次
に
帰
順
隊
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
も
と
庄
内
藩
主
酒
井
忠
篤
の
指
揮
下
に
あ
っ
た
新
徴
組
の
隊
士

で
、
戊
辰
戦
争
に
あ
た
っ
て
忠
篤
と
意
見
の
あ
わ
な
か
っ
た
暮
地
太
郎
ら
が

新
徴
組
を
脱
退
し
、
官
軍
に
加
わ
ろ
う
と
し
て
、
・
東
海
道
を
下
っ
て
き
た
先

鋒
の
尾
張
藩
を
頼
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
官
軍
側
は
こ
れ
を
尾
張
藩
附
属
遣
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
帰
順
隊
と
呼
び
、
そ
の
後
彰
義
隊
の
討
伐
や
会
津
の
戦
争
に
出
陣
し
た
。

こ
の
た
め
暮
地
太
郎
に
二
五
円
鴇
隊
士
三
〇
数
名
に
各
一
〇
円
ず
つ
分
与
金

が
支
給
さ
れ
た
。
ま
た
碕
磯
隊
は
、
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
が
起
る
と
田
中
不
二

麿
ら
の
発
起
に
よ
っ
て
、
藩
が
勤
王
の
人
々
を
招
い
て
一
隊
を
組
織
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

こ
の
硝
礪
隊
は
東
海
道
・
信
州
方
面
で
活
躍
し
た
が
、
彼
ら
隊
士
＝
二
〇
余

名
に
は
各
五
円
が
給
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
集
義
隊
は
農
民
を
も
っ
て
組
織
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ほ
ね

れ
、
一
〇
〇
名
が
名
古
屋
に
止
ま
り
、
二
〇
〇
余
名
が
東
下
軍
に
加
わ
っ
た
。

こ
の
隊
士
二
〇
〇
余
名
に
対
し
て
は
各
三
円
が
支
給
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
草
葬
隊
に
給
与
さ
れ
た
金
額
は
、
尾
張
藩
の
卒
ク
ラ
ス
に
与
え
ら

れ
た
金
額
（
一
人
三
円
～
一
円
五
〇
銭
程
度
が
大
部
分
）
よ
り
ム
な
り
高
い

こ
と
か
ら
、
草
奔
諸
隊
は
尾
藩
兵
の
最
先
鋒
に
あ
っ
て
戦
っ
た
こ
と
を
意
味

す
る
と
思
わ
れ
、
草
葬
隊
の
活
躍
振
り
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

　
以
上
、
二
年
分
の
賞
典
禄
の
分
与
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
全
体
で
一
万
七

〇
〇
〇
余
円
が
支
給
さ
れ
、
こ
れ
は
徳
川
家
の
二
年
分
賞
典
禄
の
内
三
年
七

月
に
下
付
さ
れ
た
現
米
一
二
五
〇
石
（
半
分
は
石
代
で
五
六
二
五
円
交
付
さ

れ
た
）
を
引
当
て
、
藩
の
軍
事
方
に
渡
し
た
も
の
か
ら
支
出
さ
れ
た
。

　
次
に
三
年
分
の
分
与
に
つ
い
て
は
、
詳
細
に
記
し
た
史
料
が
欠
落
し
て
い

て
不
明
確
で
あ
る
が
、
二
年
分
の
分
配
の
際
酒
肴
料
名
目
で
下
付
し
た
者
以

外
に
三
年
分
も
頒
与
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
こ
の
分
配
額
を
推

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

定
し
て
み
る
と
約
五
八
〇
〇
円
に
な
る
が
、
徳
川
家
の
三
年
分
賞
典
禄
代
金

の
総
額
は
二
万
一
七
〇
〇
円
余
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
分
与
額
は
三
割
弱
で
あ

る
。
そ
れ
に
分
配
額
を
米
に
換
算
し
て
も
九
〇
〇
石
程
（
三
年
分
は
一
石
六

円
三
三
銭
余
～
七
円
一
二
銭
余
で
売
却
し
た
計
算
）
と
な
り
、
徳
川
家
に
与

え
ら
れ
た
賞
典
米
の
四
分
の
一
程
度
に
し
か
な
っ
て
い
な
い
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
三
年
分
の
頒
与
額
は
、
徳
川
家
へ
の
三
年
分
支
給
総
額

の
四
分
の
一
程
度
に
す
ぎ
ず
、
二
年
分
の
一
時
金
受
給
者
が
切
捨
て
ち
れ
た

6
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の
を
は
じ
め
と
し
て
、
残
っ
た
者
も
大
幅
に
金
額
を
削
減
さ
れ
た
も
の
と
解

　
　
　
　
イ

釈
で
き
る
。
ま
た
分
与
時
期
も
二
年
分
の
支
給
直
後
と
推
測
さ
れ
る
。

　
な
お
、
二
二
二
年
分
は
分
配
金
と
い
う
形
で
賞
典
禄
の
分
与
を
実
現
し
た

　
　
　
　
り

が
、
今
度
は
石
高
で
も
っ
て
分
割
す
る
本
格
的
な
分
与
形
態
を
導
入
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
い
つ
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
不
明
で
あ
る
が
、

四
年
九
月
に
は
分
与
準
備
に
着
手
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
　
　
　
…

　
　
　
　
、
三
　
明
治
四
年
の
賞
典
禄
分
与
案

　
　
二
↑

　
明
治
二
・
三
年
分
の
賞
典
禄
分
与
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
徳
川
家

に
支
給
さ
れ
た
分
の
約
三
分
の
一
を
現
金
で
軍
功
の
士
卒
に
分
配
し
た
の
で

あ
る
ガ
、
・
四
年
に
な
る
と
功
績
者
に
永
世
又
は
終
身
の
別
を
た
て
、
賞
典
禄

の
う
ち
か
ら
各
人
に
石
高
で
分
与
す
る
計
画
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
分
賦
方
式

で
四
年
九
丹
よ
り
各
人
に
石
高
分
だ
け
給
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
毎

年
各
人
の
分
配
碩
を
勘
案
す
る
手
間
が
省
け
る
利
点
が
あ
る
が
、
一
旦
分
与

高
を
定
め
る
と
変
更
で
遂
な
く
な
り
、
公
平
を
欠
く
配
分
決
定
を
す
れ
ば
後

日
に
禍
根
を
残
す
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
こ
の
方
法
に
よ
っ
て

分
与
高
を
決
定
す
る
に
は
、
い
き
お
い
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

恐
ら
く
二
・
三
年
分
の
現
金
分
配
に
対
す
る
意
見
が
出
る
の
を
待
ち
、
こ
れ

ら
の
意
見
も
参
考
に
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
有
功
の
士
卒
各
人
に
分
与
す
る
高
に
つ
い
て
は
、
四
種
類
の

数
字
の
異
な
っ
だ
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
三
つ
ば
案
で
あ
り
、
残

り
一
つ
が
決
定
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
何
度
も
修
正
を
加
え
た
上
で

決
定
し
た
苦
心
の
結
果
で
あ
ろ
う
が
、
以
下
こ
れ
ら
四
種
類
の
史
料
に
つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
検
討
を
加
え
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　
ま
ず
、
そ
の
四
種
類
の
史
料
に
あ
る
徳
川
家
の
取
り
分
、
士
卒
へ
の
永
世

分
与
・
終
身
分
与
高
、
招
魂
社
分
の
石
高
を
比
較
す
る
と
第
二
表
の
通
り
と

な
る
。
こ
の
表
の
典
拠
と
な
っ
た
史
料
は
い
ず
れ
も
「
賞
典
禄
分
与
取
調

帳
」
と
い
う
表
題
で
、
四
年
九
月
に
大
蔵
省
が
、
旧
大
名
に
与
え
た
賞
典
禄
’

を
有
功
の
士
卒
に
分
割
給
与
し
た
場
合
は
、
こ
れ
を
詳
細
に
取
調
べ
て
九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
－

中
に
提
出
す
る
よ
う
命
じ
た
布
告
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
の
写
し
で

あ
る
。
し
か
し
尾
張
徳
川
家
で
は
、
四
年
九
月
段
階
で
は
分
与
額
が
確
定
し

て
お
ら
ず
提
出
が
遅
れ
た
の
で
、
表
中
の
年
月
で
作
成
さ
れ
た
が
、
こ
の
四

つ
の
書
類
す
べ
て
が
大
蔵
省
に
名
古
屋
県
か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か

否
か
は
判
然
と
し
な
い
。
殊
に
第
二
案
の
史
料
に
は
徳
川
慶
勝
・
義
宜
父
子

の
黒
印
が
最
初
に
押
印
さ
れ
て
お
り
、
父
子
が
分
与
高
に
つ
い
て
承
認
を
与

え
た
こ
と
を
意
味
す
る
上
に
、
表
紙
に
は
「
辛
未
（
明
治
四
年
）
十
二
月
昔

二
日
大
蔵
省
十
四
等
出
仕
依
田
儀
八
郎
落
手
相
成
候
」
と
朱
書
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
か
ら
、
大
蔵
省
に
提
出
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
、

四
つ
の
書
類
と
も
大
蔵
省
に
差
出
さ
れ
た
可
能
性
ぷ
強
い
の
で
、
九
月
の
大

蔵
省
布
告
の
影
響
で
、
分
与
案
が
で
き
る
と
す
ぐ
に
そ
れ
を
提
出
し
、
修
正

箇
所
が
で
き
る
と
手
直
し
し
た
も
の
を
ま
た
提
出
す
る
、
と
い
っ
た
具
合
に

な
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
で
は
第
一
案
の
分
与
内
容
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
が
、
こ
の
「
賞
典
禄

　
　
　
　
（
1
6
）

分
与
取
調
帳
」
の
表
紙
に
は
、
「
明
治
四
年
辛
未
九
月
　
尾
州
調
、
於
東
京

取
捨
之
帳
」
と
あ
っ
て
、
四
年
九
月
に
名
古
屋
で
作
成
さ
れ
た
が
の
ち
東
京
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第2表　賞典禄分与高比較表（単位　石）

　第1案
i4年11月）

　第2案
i4年12月）

　第3案
i4年12月）

　決定高
i4年12月）

徳　　　川　　　家　　　分

i　　世　　分　　与　　高

I　　身　　分　　与　　高

R　年　間　分　与　高

ｵ　　魂　　社　　分

　7，007．2

@4，153，4
@　（115）

@2，615．4
@　（215）

@1，144
@　（198）

@　　80
f

2，000

W，973　，

i281）

R，947
i317），

@　0

@80

2，000

W，608
i272）

S，312
i563）

@　0

@80

2，000

W，901．5

@（299）

S，018．5

@（536）

@　0

@80

合　　　　　　　　計
15，000
i528）

　15，000’　（598） 15，000
i835）

15，000
i835）

典拠史　料仮番　号
　84
S1．42

8
乳

43．44
6
9
．
8
2
ヴ

註　（）内の数字は分与をうける人数。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

で
廃
棄
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
同
表
題
同
内
容
の
別
帳
に
は
四
年
一
一

月
付
で
名
古
屋
県
が
作
成
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
九
月
に
案

演
で
き
、
検
討
中
で
は
あ
っ
た
が
仮
に
一
一
月
に
県
よ
り
大
蔵
省
に
提
出
さ

れ
た
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
詳
細
は
不
明
と
す
る
ほ
か
な
い
。
と
も
か
く
分

与
高
に
つ
い
て
は
、
名
古
屋
側
（
県
の
ほ
か
に
徳
川
家
名
古
屋
別
邸
が
関
与

し
た
と
思
わ
れ
る
）
が
案
を
作
成
し
、
こ
れ
に
徳
川
家
東
京
本
邸
側
’
（
徳
川

家
の
家
族
は
廃
藩
置
県
後
東
京
へ
移
住
し
た
の
で
、
本
邸
に
は
慶
勝
個
人
も

含
ま
れ
る
）
の
意
見
を
聞
い
て
決
定
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
第
一
案
は
第
二
案
以
降
と
内
容
を
だ
い
ぶ
異
に
し
て
い
る
。
そ
の

特
徴
は
ま
ず
、
戊
辰
戦
争
の
「
軍
功
」
士
卒
等
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

（
第
二
案
以
後
は
王
政
復
古
等
に
功
績
の
あ
っ
た
「
国
事
尽
力
」
者
が
含
ま

れ
る
）
、
草
葬
隊
一
九
八
名
に
三
力
年
間
の
期
限
付
き
分
与
が
考
慮
さ
れ
て

い
る
こ
と
（
一
人
平
均
五
石
七
斗
余
に
な
る
が
内
訳
は
記
さ
れ
て
い
な
い
）
、

そ
し
て
石
高
に
対
す
る
現
米
支
給
額
の
割
合
が
以
後
と
相
違
す
る
点
で
あ
る
。

最
後
の
点
に
つ
い
て
は
、
政
府
が
支
給
す
る
賞
典
禄
の
現
米
額
は
石
高
に
対

し
て
二
五
％
の
割
合
と
な
っ
て
い
る
が
、
第
一
案
で
は
分
与
高
に
対
し
て
三

五
％
の
現
米
を
給
与
す
る
勘
定
に
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
原
史
料
に
は
、
例

え
ば
最
高
石
高
を
分
与
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
た
千
賀
与
八
郎
が
高
五
〇
〇
石
、

現
米
一
七
五
石
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
現
米
を
ニ
ツ
五
分
物
成
相
当
と
す

る
な
ら
ば
｝
千
賀
の
高
は
七
〇
〇
石
に
な
る
。
そ
こ
で
、
第
一
案
を
永
世
・

終
身
分
与
に
分
け
て
石
高
と
人
数
を
示
し
た
第
三
・
四
表
は
、
第
二
案
以
降

と
比
較
の
都
合
上
、
石
高
に
対
す
る
現
米
額
の
割
合
が
二
五
％
に
な
る
よ
う

に
計
算
し
な
お
し
た
。
な
ぜ
政
府
が
決
定
し
た
割
合
を
こ
の
よ
う
に
変
え
た

8
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第3表第1案永世分与高・人数表

石認

700

280

144

140

136

70

69，6

42

36

35

34．4

34

28．8

28

27．2

21。6

21

19．2

16．8

12

11．2

7．6

4

計

石高合計

人 数

士　　族

1

1

1

2

0

1

0

3

1

3

0

0

0

3

0

11

4

0

0

0

0

0

0

31

2，146．6

士族厄介

0

0

0

0

1

0

2

0

1

0

0

0

2

0

0

14

0

0

0

0

0

0

0

20

671．2

卒

0

0

0

0

0

0

0

1

1

0

1

2

0

2

31

0

0

1

2

5

1

4

8

59

1，266

卒厄介

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

1

21．6

草　　葬

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

4

0

0

0

4

48

計

1
1
1

2

1

1

2

4

3

3

1

2

2

5

31

26

4

1

2

9

1

4

8

115

石高x人数（石）

700

280

144

280

136

70

139，2

168

108

105

34．4

57．6

140

843，2

561．6

84

19．2

33．6

108

11、2

30．4

32

4，153．4

註士族は肩書に士族とのみあるもの、及び士族長男・士族隠居を含む。士族厄介は、士族叔父・士

　族弟・士族附籍などと記入された者で、卒と卒厄介の別も同様である。なお、第4表以下も同じ分

　類である。
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第4表・第11案終身分与高・人数表

。鼠

405

2
蟹
O
1

0
0
0
ゆ 8

8
8

9
θ
2 6

1
n
り
Ω
U

9
日
り
引
－

8
　

4

ρ
U
ρ
U
4

1
1
1 2O
O
7
4
り
臼

21

8022十昌二
口

十曇ロ

石高合計

．人 ．数

：ヒ　族

1
1

■

41

34

580．6

士族厄介

（
U
O
O
O
O
O

31

0
0
A
U
O
4
0

62

ハ
U
O
O
ハ
U

46

612

卒

83

9
日
0
1
0
ρ
0
（
U
0
0
1
n
U
O

1
　

4

102

993．2

民籍

6

100．8

神職・寺僧

0
0
0
，
．
0
0
0
0
0
0
0
2
0

11

13

108

草葬

41

14

220．8

計

1
1
1
◎
0
属
U
7
0
8

0
召
3

り
β
1
1

ー
ハ
D
9
旧
3
1
0
4
6

ユ
　

ビ
U
1
　

4
1215

石高x人数（石）

4
▲
　

り
θ

q
5
L

炉
O
Q
り
0
0

4

ρ
U
O
O

8
4
4

　
1
震
U
0
ρ
U

ρ
0
0
0

7

8
　

4

0
U
ρ
U
8

1
1
匿
U

　
　
l

4

Ω
）
4
り
自

4
轟
7
5

　
3

　
　
8

2
8
0

　
4
り
劃

　
　
O
乙

2，615。4
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か
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
当
時
の
士
族
禄
制
と
同
様
に
取
扱
お
う
と
し
た
の
．

で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
高
五
〇
〇
石
は
五
〇
〇
俵
に
相
当
し
、
こ

れ
が
一
俵
三
斗
五
升
入
り
で
現
米
一
七
五
石
に
な
る
と
こ
ろ
か
ら
、
一
見
し

て
当
時
の
禄
制
と
比
較
で
き
る
よ
う
に
と
の
配
慮
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　
こ
こ
で
第
一
案
の
永
世
分
与
の
内
容
を
示
し
た
第
三
表
を
見
る
と
、
四
一

五
三
石
余
を
一
一
五
名
に
配
分
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
軍
功
の
士
卒
だ
け
が

分
与
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
が
、
士
族
だ
け
で
分
与
高
の
約
半
分
を
占
め
て

い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
分
与
高
の
高
い
者
は
出
征
部
隊
の
指
揮
官
ク
ラ
ス

の
士
族
で
あ
り
心
殊
に
北
越
出
兵
部
隊
の
総
括
で
あ
っ
た
千
賀
与
八
郎
に
は
、

前
述
の
通
り
現
米
一
七
五
石
と
な
っ
て
い
て
特
別
扱
い
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に

対
し
、
活
躍
し
た
草
葬
隊
は
わ
ず
か
四
名
し
か
加
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

こ
の
四
名
は
い
ず
れ
も
北
越
で
戦
死
し
た
本
多
又
蔵
・
佐
光
次
郎
・
三
宅
清

三
郎
・
三
尾
文
十
郎
で
あ
っ
た
。
ま
た
第
一
案
は
、
国
事
尽
力
の
者
が
落
ち

て
い
る
と
は
い
え
、
後
の
決
定
高
と
比
較
し
て
も
人
数
・
分
与
総
高
と
も
少

な
ぐ
な
っ
て
い
る
。
個
人
別
で
み
れ
ば
、
千
賀
与
八
郎
が
決
定
高
よ
り
か
な

り
高
く
な
っ
て
い
る
の
は
例
外
的
存
在
で
、
あ
と
は
決
定
高
と
ほ
ぼ
同
じ
か
、

か
な
り
低
く
な
っ
て
い
る
老
が
多
い
。
な
お
最
終
的
に
は
終
身
分
与
に
組
み

入
れ
ら
れ
た
者
一
Q
名
（
い
ず
れ
も
卒
）
、
が
第
「
案
で
は
永
世
分
与
に
含
ま

れ
て
い
る
。

　
次
に
第
四
，
表
の
第
一
案
の
終
身
分
与
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
二
，
一
五
名

に
対
し
、
二
六
一
五
石
余
ぷ
配
分
さ
れ
て
い
る
。
最
高
の
五
〇
石
四
斗
（
史

料
の
表
示
は
三
六
石
、
現
米
一
二
石
六
斗
）
を
予
定
さ
れ
た
の
は
北
越
に
出

征
し
た
梶
川
虎
鹿
で
あ
り
、
次
は
三
五
石
の
野
村
秋
助
（
北
越
に
従
軍
）
で

あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
終
身
分
与
を
予
定
さ
れ
た
老
の
中
で
は
卒
の
数
が
多
く
、

石
高
も
全
体
の
三
八
％
で
一
番
多
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
第
三
表
に
は
な
か

っ
た
「
民
籍
」
・
「
神
職
・
寺
僧
」
が
新
た
に
見
ら
れ
る
。
高
一
二
石
余
の
民

籍
三
名
の
う
ち
二
名
は
医
者
で
あ
っ
た
。
一
方
草
葬
諸
隊
に
つ
い
て
は
、
終

身
分
与
を
受
け
る
予
定
の
者
は
わ
ず
か
一
四
名
で
、
こ
の
一
四
名
に
対
し
高

二
二
〇
石
八
斗
が
割
当
て
ら
れ
て
い
た
。
一
人
平
均
一
五
石
余
と
な
る
が
、

各
人
の
名
と
石
高
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
も
草
葬
は
あ
ま
り
厚
遇
さ

れ
な
か
っ
た
。
や
は
り
禄
の
配
分
と
な
る
老
譜
代
の
士
が
優
先
さ
れ
る
傾
向

に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
こ
の
ほ
か
草
葬
隊
一
九
八
名
に
対
し
て
は
、
高

一
一
四
四
石
を
三
力
年
間
給
与
す
る
予
定
に
し
て
い
た
が
、
こ
の
人
数
を
加

え
て
も
最
終
決
定
段
階
の
人
数
と
比
較
す
れ
ば
半
数
に
も
達
し
な
い
状
態
で

あ
っ
た
。
な
お
、
第
一
案
の
終
身
分
与
受
給
予
定
者
の
中
で
＝
二
九
名
は
、

最
終
的
に
永
世
分
与
の
方
へ
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
第
一
案
は
そ

の
後
大
幅
に
修
正
さ
れ
て
第
二
案
の
作
成
に
至
っ
た
。

　
第
二
案
に
つ
い
て
は
前
述
の
通
り
、
四
年
一
二
月
に
大
蔵
省
へ
提
出
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
が
、
内
訳
は
第
五
・
六
表
の
如
く
で
あ
る
。
第
一
案
と
比
較

す
る
と
、
徳
川
家
の
取
得
分
が
二
〇
〇
〇
石
に
減
少
し
、
か
わ
り
に
王
政
復

古
等
に
功
績
の
あ
っ
た
「
国
事
尽
力
」
者
合
せ
て
六
三
名
が
加
わ
る
と
と
も

に
、
永
世
・
終
身
分
与
分
が
大
幅
に
入
れ
替
り
、
軍
功
の
人
数
も
微
増
し
て

お
り
、
ま
た
三
力
年
間
給
与
の
分
が
な
く
な
っ
て
い
る
。
で
は
第
五
表
に
よ

っ
て
永
世
分
与
の
内
容
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
、
二
八
一
名
に
八
九
七
三
石

が
分
配
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
て
、
第
一
案
よ
り
石
高
・
人
数
と
も
二
倍

以
上
に
ふ
え
て
い
る
。
最
高
の
四
〇
〇
石
を
分
与
さ
れ
る
予
定
の
者
は
、
第
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第5表　第2案永世分与高・人数表

蜘
脚
脚
脚
獅
珈
㎜
m
m
9
0
m
6
8
6
6
5
0
4
5
4
0
3
5
3
3
2
5
2
0
1
5
1
0
8
6

計

石高合計

人 数

士　　族

①
①
①
①
　
　
①
　
⑥
．
．
①
　
　
①
　
　
②

2
1
1
1
1
1
1
1
6
0
2
0
2
2
0
4
2
5
8
3
4
0
8
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

75（15）

4，529

士族厄介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
）
　
　
　
　

）
　
　
　
　
　
　
　
　

．
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
9
』

0
0
0
0
0
0
0
1
0
1
×
0
0
×
0
4
叙
0
3
7
4
0
2
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
6
　
　
　
　
0
0
76（4）

1，491

卒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
）
　
　
　
　

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

I
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
2
　
　
　
　
凹
U

O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
K
1
0
叙
0
4
駅
2
4
8
5
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
0
0
0
　
　
　
　
1105（8）

2，428

卒厄介

0
　
0
0
0
0
　
0
　
0
0
0
　
0
0
0
　
0
　
0
0
0
0
　
0
0
1
　
0
　
0
0
0

1

20

民　籍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
1
　
　り

β

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
翼
0
0
0
K
O
叙
0
0
0
2
0
0
0

6（4）

215

草葬

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
4
4
0
0
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

18

290

計

石高×人数（石）

謝
脚
脚
脚
脚
㎜
励
脚
脚
9
。
謝
6
8
燭
脚
萄
捌
蹴
劉
搦
脚
擶
m
鵬
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1

①
①
①
①
　
　
①
　
⑥
　
ω
　
　
④
①
　
紛
，

2
1
1
1
1
1
1
2
6
1
5
1
2
5
1
2
K
7
5
3
9
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
　
4
9
0
乙
　μ

D

281（31）

8，973（2，940）

註　（）内は国事尽力者の数ないし石高。他は軍功の者で第6表以下も同じ。
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分与賞典禄の研究

第6表　第2案終身分与高・人数表

人 数
石高×人数（石）

士族 ±族厄介 卒 卒厄介 民籍
神職・

宦@僧 草葬 計

150 2（2） 0 0 0 0 0 0 2（2） 300

100 2（2） 0 0 0 0 0 0 2（2） 200

70 2（1） 0 0 0 0 0 0 2（1） 140

40 2（2） 0 0 0 0 0 0 2（2） 80

35 3（3） 0 0 0 0 0 0 3（3） 105

25 0 1（1） 0 0 0 0 0 1（1） 25

20 5（4） 0 6（6） 0 4（1） 0 0 15（11） 300

15 1（1） 1（1） 8（4） 2（2） 2（2） 2 0 16qO） 240

10 0 0 21 0 0 0 198 219 2，190

9 0 0 0 0 1 11 0 12 108

7 0 0 2 0 0 0 0 2 14

6 0 0 40 0 0 0 0 40 240

5 0 0 1 0 0 0 0 1 5

計 17（15） 2（2） 78（10） 2（2） 7（3） 13 198 317（32）
一

石高合計 940 40 709 30 119 129 1，980
一

3，947（1，150）

一
案
で
も
最
高
石
高
で
あ
っ
た
千
賀
与
八
郎
と
、
国
事
尽
力
者
の
丹
羽
淳
太

郎
賢
で
あ
り
、
つ
い
で
三
五
〇
石
の
田
中
不
二
麿
、
二
八
〇
石
の
松
本
暢
、

二
五
〇
石
の
鷲
津
九
蔵
と
国
事
尽
力
者
が
上
位
に
名
を
連
ね
て
い
る
。
彼
ら

は
幕
末
に
王
事
に
尽
し
、
ま
た
王
政
復
古
後
も
勤
王
誘
引
等
に
活
躍
し
た
り
、

ま
た
戦
場
に
臨
ん
だ
老
も
あ
っ
た
。
国
事
尽
力
者
の
永
世
禄
分
与
は
、
石
高

が
三
五
石
以
上
で
比
較
的
優
遇
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
な
お
田
宮
如
雲
は
、

政
府
よ
り
直
接
四
〇
〇
石
の
賞
典
禄
を
給
付
さ
れ
た
の
で
、
徳
川
家
の
配
分

に
は
あ
ず
か
ら
な
か
っ
た
。

　
さ
て
、
第
一
案
と
の
人
数
の
変
動
は
、
国
事
尽
力
者
三
一
名
ぷ
加
わ
っ
た

の
と
、
終
身
か
ら
永
世
の
方
へ
入
れ
替
わ
っ
た
者
二
二
九
名
、
そ
の
逆
が
一

〇
名
あ
っ
た
ほ
か
は
、
軍
功
老
は
若
干
人
数
が
増
加
し
た
に
止
ま
り
、
顔
ぶ

れ
に
あ
ま
り
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
。
但
し
、
新
た
に
民
籍
の
者
が
六
名

（
内
三
名
は
終
身
よ
り
は
い
る
）
加
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
最
高
の
七
〇

石
を
予
定
さ
れ
た
の
は
、
国
事
尽
力
者
の
加
藤
秀
之
進
（
本
業
は
医
者
）
で

あ
っ
た
。
ま
た
草
葬
も
若
干
の
変
化
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
案
で

は
戦
死
し
た
四
名
の
み
に
各
＝
一
石
を
永
世
分
与
す
る
計
画
だ
っ
た
が
、
第

二
案
で
は
こ
の
四
人
演
二
〇
石
宛
と
加
増
さ
れ
、
そ
し
て
第
一
案
で
終
身
分

与
と
さ
れ
た
一
四
名
が
各
一
五
石
と
な
っ
て
永
世
分
与
に
転
じ
て
い
る
が
、

草
葬
の
取
扱
い
は
決
定
高
と
比
較
す
れ
ば
な
お
軽
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
次
に
終
身
分
与
の
第
六
表
に
移
る
が
、
終
身
分
与
予
定
者
は
三
一
七
名
で
、

そ
の
石
高
は
三
九
四
七
石
と
な
っ
て
い
る
。
人
数
的
に
は
国
事
尽
力
者
ガ
三

二
名
ふ
え
、
第
一
案
で
は
三
力
年
間
の
期
限
付
き
分
与
で
あ
っ
た
草
葬
一
九

八
名
が
す
べ
て
終
身
分
与
に
組
み
替
え
ら
れ
た
の
が
大
き
な
変
化
で
、
あ
と

13



第7表・第3案永世分与高・人数表

石高（石）

i

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
8
5
0
5
0
5
3
0
5
0
5
2
0
8
6

0
5
8
5
3
0
5
2
0
9
7
6
6
5
4
4
3
3
3
2
2
1
1
1

4
3
2
2
2
2
1
1
1

計

石高合計

人 数

士　　族

2
1
1
1
1
1
1
1
6
0
2
0
2
3
0
5
2
5
1
9
5
4
0
0
8
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
　
　
　
、

（1）

（1）

（1）

（1）

（1）

（6）

（1）

（1）

（2）

（1）

81（16）

4，714

士族厄介

）1（

）1（

）2（

0
0
，
，
0
0
0
0
0
1
0
1
1
0
0
1
0
4
2
0
0
3
8
4
0
0
1
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
　
　
　
Q
9

76（4）

1，503

卒

）1（

）2（

）5（

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
0
2
0
4
5
2
0
4
0
5
9
3
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
0
　
　
　
0
り
　
　
ー

108（8）

‘2，156

卒厄介

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
・
1
0
0
0
0
0

1

20

民　　籍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
）
　
　

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
り
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
（
　
　
（

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
1
0
2
0
°
0
0
0
2
0
0
0
0

6（4）

215

計

2
1
1
1
1
1
1
2
6
1
5
1
2
6
1
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

（1）

（1）

（1）

（1）

（1）

（6）

（4）

（4）

（1）

11（11）

　7

1
6
4
5
9
3
0
1

　
4
「
り
1
0
0
　

巨
0

（1）

272（32）

石高x人数（石）

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
8
0
0
5
0
5
1
0
0
0
5
8
0
0
6

0
5
8
5
3
0
5
4
0
9
5
6
3
0
4
2
8
3
3
5
8
2
6
3
0

8
3
2
2
2
2
1
2
6
　
3
　
1
3
　
5
3
2
　
1
0
2
4
　
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1

8，608　（2，970）
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分与賞典禄の研究

第8表 第3案終身分与高・人数表
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石高合計
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士　族

2
2
1
2
3
0
5
0
0
1
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0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
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（1）
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16（15）
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0
0
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卒厄介
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0
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0
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0
0
2
0
0
0
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0
0
0
0
0
0
0
0
0
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）
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0
0
0
0
0
0
5
0
0
3
0
0
’
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

9（3）
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神職・
寺　僧

0
0
0
0
0
0
0
0
0
2
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
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1
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2
1
2
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4
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0
4
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1

563（32）

石高×人数（石）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
凹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

0
0
0
0
5
5
0
7
8
5
3
6
8
0
8
5
6
0
9
4
5
6
5
0
6

0
0
7
8
0
2
2
1
4
5
1
3
8
7
0
8
9
3
5
9
8
2
9
6
4

0
0
2

　
　
　
　
1
　
3
　
　
2
　
　
　
2
1
　
　
　
2
2
3
1
6
3

4，312　（1，150）
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は
前
述
の
永
世
分
与
と
終
身
分
与
の
入
れ
替
え
分
を
差
引
く
と
、
軍
功
に
よ

っ
て
新
規
に
加
え
ら
れ
た
者
は
殆
ん
ど
な
い
。
石
高
の
面
で
は
、
国
事
尽
力

者
が
高
い
石
高
を
配
分
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
最
高
は
高
一
五

〇
石
の
間
宮
六
郎
と
尾
崎
八
衛
で
あ
っ
た
。
ま
た
草
奔
隊
一
九
八
名
は
各
一

〇
石
を
給
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
こ
の
石
高
の
合
計
は
終
身
分
与

合
計
高
の
約
半
分
に
相
当
す
る
も
の
で
、
第
一
案
の
三
力
年
間
一
一
四
四
石

の
支
給
に
比
較
し
て
、
石
高
・
年
限
と
も
に
大
き
く
改
善
さ
れ
た
と
い
っ
て

よ
い
が
、
決
定
額
か
ら
す
れ
ば
草
葬
隊
の
処
遇
は
ま
だ
十
分
と
は
い
え
な
い
。

　
で
は
次
に
第
三
案
の
検
討
に
移
る
が
、
第
三
案
は
、
人
数
の
上
で
終
身
分

与
予
定
者
が
大
幅
に
ふ
え
て
お
り
、
そ
の
分
だ
け
石
高
も
増
加
し
て
い
る
反

面
、
永
世
分
与
の
方
は
人
数
が
若
干
減
少
し
、
石
高
も
終
身
分
与
が
ふ
え
た

分
だ
け
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
さ
て
、
永
世
分
与
に
つ
い
て
は
第
七
表
の
通

り
で
あ
る
が
、
第
二
案
と
異
な
る
点
は
、
士
族
と
卒
が
合
せ
て
九
名
増
加
し

て
い
る
の
に
対
し
、
草
奔
一
八
名
が
永
世
分
与
分
か
ら
姿
を
消
し
、
差
引
九

名
が
第
二
案
よ
り
減
少
し
た
こ
と
で
あ
る
。
第
三
案
で
新
た
に
加
わ
っ
た
老

は
、
軍
功
で
五
〇
石
の
安
在
七
郎
左
衛
門
（
笠
松
県
貫
属
士
族
）
、
軍
功
で
四

〇
石
の
野
崎
弥
七
郎
（
討
死
士
族
）
、
国
事
尽
力
で
三
〇
石
の
水
野
忠
雄
（
士

族
）
ら
＝
一
名
で
、
名
古
屋
県
貫
属
以
外
の
士
族
や
戦
死
者
、
ま
た
は
分
与

調
査
段
階
で
す
で
に
病
死
し
て
い
た
者
が
殆
ん
ど
で
あ
っ
た
。
こ
れ
と
は
逆

に
、
茅
原
田
音
吉
・
若
林
鎌
三
郎
・
堀
田
辰
之
助
（
い
ず
れ
も
軍
功
で
八
石
、

士
族
厄
介
）
の
三
名
の
名
が
消
え
て
い
る
。
殊
に
茅
原
田
音
吉
の
場
合
は
、

「
陣
代
茅
原
田
音
吉
へ
被
下
候
御
印
章
、
御
取
消
不
相
成
し
て
難
成
条
理
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

事
」
と
い
う
東
京
本
邸
側
の
意
見
が
あ
っ
て
除
外
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
彼

が
予
定
者
か
ら
は
ず
さ
れ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
何
ら
か
不
都
合
な
こ

と
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
外
の
二
名
も
同
様
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　
次
に
第
三
案
の
終
身
分
与
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
内
訳
は
第
八
表
に
示
し

た
通
り
で
あ
る
。
こ
の
第
三
案
が
第
二
案
と
大
き
く
相
違
す
る
点
は
、
草
罪

が
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
案
で
永
世
分
与
に
含
め
ら
れ
て
い

た
一
八
名
が
、
第
三
案
で
終
身
分
与
に
ま
わ
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
外

に
二
二
七
名
が
新
規
に
加
え
ら
れ
、
石
高
も
六
〇
五
石
余
ふ
え
て
い
る
。
し

か
し
第
二
案
で
は
、
永
世
・
終
身
両
方
で
一
人
当
た
り
一
〇
～
二
〇
石
の
支

給
予
定
高
で
あ
っ
た
が
、
第
三
案
は
一
七
石
を
最
高
に
七
石
か
ら
四
石
五
斗

が
圧
倒
的
に
多
く
、
第
二
案
よ
り
分
与
高
を
削
滅
さ
れ
た
者
が
多
数
に
の
ぼ

っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
草
葬
諸
隊
に
対
し
て
は
恩
賞
に
あ
ず
か
る
人
数
を

思
い
切
っ
て
ふ
や
す
か
わ
り
に
、
一
人
当
た
り
の
分
与
高
を
抑
え
た
こ
と
に

な
る
。
こ
の
草
奔
に
分
与
す
る
石
高
の
増
加
分
六
〇
〇
石
余
は
、
永
世
分
与

の
減
少
高
三
六
五
石
と
、
終
身
分
与
の
卒
の
減
少
分
二
〇
五
石
余
な
ど
を
も

っ
て
補
充
し
た
勘
定
に
な
る
o

　
ま
た
草
葬
以
外
の
変
化
を
み
る
と
、
士
族
が
一
名
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ

は
五
味
織
江
（
七
〇
石
）
が
取
消
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
彼
も
「
御
分
与
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

被
下
条
理
」
演
あ
っ
て
、
東
京
側
の
意
向
に
よ
っ
て
は
ず
さ
れ
た
。
次
は
卒

で
あ
る
が
、
卒
は
人
数
の
変
化
が
な
い
か
わ
り
に
頒
与
高
が
第
二
案
よ
り
二

〇
五
石
余
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
第
二
案
に
あ
っ
た
卒
銃
隊
鼓
手
二
名

（
高
一
五
石
で
名
は
不
明
）
、
丹
羽
銑
吉
（
高
一
〇
石
）
が
消
え
、
ま
た
六
石

を
分
与
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
卒
銃
隊
三
九
名
が
一
石
二
斗
と
大
幅
に
削
ら
れ
、

逆
に
三
輪
榊
丸
（
＝
一
石
）
と
石
川
勘
次
郎
・
村
瀬
次
郎
（
各
五
石
）
の
三

16
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名
が
新
た
に
加
わ
っ
て
い
る
。
殊
に
三
九
名
の
卒
が
、
六
石
か
ら
一
石
二
斗

に
切
下
げ
ら
れ
た
の
は
注
目
に
値
し
、
こ
の
卒
の
減
少
高
ガ
草
芥
の
増
加
分

の
一
部
に
ま
わ
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
こ
と
は
草
葬
の
活
躍
を
示
す
一
例
と

い
え
る
。
で
は
民
籍
の
変
化
は
と
い
う
と
、
二
名
（
計
三
五
石
）
の
増
加
が

認
め
ら
れ
る
。
こ
の
二
名
は
長
束
宗
円
（
二
〇
石
）
と
杉
立
海
蔵
（
一
五

石
）
で
あ
り
、
と
も
に
戊
辰
戦
争
に
従
軍
し
た
医
者
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
第
三
案
に
あ
が
っ
て
い
る
士
卒
名
と
分
与
高
は
決
定
額
と
全

く
同
一
で
あ
る
が
、
た
だ
草
葬
が
全
員
終
身
分
与
に
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
こ

れ
が
最
終
決
定
の
段
階
で
若
干
永
世
分
与
に
組
み
替
え
ら
れ
た
。
従
っ
て
、

賞
典
禄
配
分
の
作
業
は
ほ
ぼ
第
三
案
を
も
っ
て
完
了
し
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

但
し
、
第
三
案
作
成
の
時
期
は
不
詳
で
あ
る
が
、
名
古
屋
県
で
は
四
年
一
二

月
付
で
第
三
案
に
あ
た
る
「
賞
典
禄
分
与
取
調
帳
」
（
大
蔵
省
提
出
用
）
を
作

成
し
て
い
る
の
で
、
四
年
の
暮
も
お
し
せ
ま
っ
た
頃
に
完
成
し
た
か
、
な
い

し
は
五
年
の
正
月
早
々
に
で
き
た
か
と
思
わ
れ
る
。

四
　
分
与
賞
典
禄
の
決
定

　
前
節
で
有
功
士
卒
に
対
す
る
分
与
案
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
が
、
こ
こ

で
は
配
分
の
決
定
高
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
前
述
の
如
く
決
定
高
に
つ
い
て

は
、
第
三
案
で
出
さ
れ
た
人
名
と
分
与
高
に
は
全
く
変
化
が
な
い
か
わ
り
に
、
°

第
九
・
』
○
表
に
あ
る
よ
う
に
終
身
分
与
の
草
葬
の
う
ち
二
七
名
が
永
世
分

与
に
切
換
え
ら
れ
、
た
め
に
永
世
分
与
の
石
高
が
二
九
三
石
余
増
加
し
、
逆

に
そ
の
分
だ
け
終
身
分
与
高
が
減
少
し
た
。
こ
の
最
終
決
定
が
い
つ
な
さ
れ

た
か
は
未
詳
で
あ
る
が
、
第
三
案
と
時
期
的
に
は
あ
ま
り
か
わ
ら
な
い
と
考

え
ら
れ
る
。
さ
て
、
こ
の
分
与
決
定
高
に
つ
い
て
特
徴
を
述
べ
る
こ
と
に
す

る
が
、
全
体
を
み
る
と
有
功
の
者
に
分
与
し
た
高
は
一
万
二
九
二
〇
石
、
徳

川
家
の
取
得
分
二
〇
〇
〇
石
、
そ
れ
に
戊
辰
戦
争
で
戦
死
し
た
藩
士
等
を
祀

る
招
魂
社
の
祭
典
費
及
び
営
繕
費
用
と
し
て
八
〇
石
が
充
て
ら
れ
た
わ
け
で
、

第
二
案
以
降
徳
川
家
の
取
り
分
と
招
魂
社
の
分
は
全
く
変
化
し
て
い
な
い
。

従
っ
て
分
与
高
調
査
段
階
で
は
、
決
め
ら
れ
た
石
高
を
い
か
に
公
平
に
分
配

す
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
永
世
分
与
に
つ
い
て
は

第
九
表
の
如
く
、
八
九
〇
〇
石
余
を
二
九
九
名
に
配
分
し
た
。
こ
の
う
ち
国

事
に
尽
力
し
た
者
三
二
名
に
二
九
七
〇
石
を
分
割
し
た
が
、
国
事
尽
力
者
は

比
較
的
高
い
石
高
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、
一
割
強
の
人
数
に
対
し
石
高
は
約

三
分
の
一
に
達
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
徳
川
家
の
賞
典
禄
は
軍
功
に
よ
っ
て

下
付
さ
れ
た
も
の
な
の
で
、
第
一
案
で
は
国
事
尽
力
者
は
分
与
の
対
象
か
ら

除
外
さ
れ
た
が
、
や
は
り
王
政
復
古
に
力
を
尽
し
た
者
に
賞
禄
を
頒
与
し
な

い
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
で
、
重
立
っ
た
者
に
分
与
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
さ
て
身
分
別
で
み
る
と
永
世
分
与
は
、
卒
の
数
ボ
多
く
な
っ
て
い
る
が
、

士
族
と
士
族
厄
介
の
合
計
数
は
卒
を
上
回
っ
て
い
る
。
殊
に
士
族
に
与
え
ら

れ
た
石
高
は
五
三
％
に
達
し
て
お
り
、
や
は
り
身
分
制
の
影
響
が
強
か
っ
た

と
い
え
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
民
籍
の
六
名
は
、
一
五
石
の
分
与
を
受
け
た
二

名
が
終
身
卒
の
待
遇
を
与
え
ら
れ
、
残
り
四
人
は
終
身
士
列
の
処
遇
を
う
け

て
い
る
者
た
ち
で
あ
る
。
そ
し
て
草
葬
二
七
名
に
分
与
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

い
ず
れ
も
一
七
石
以
下
と
石
高
の
面
で
は
少
額
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

主
に
旧
藩
の
領
民
や
尾
張
藩
と
は
全
く
関
係
の
な
い
浪
士
ら
が
結
集
さ
れ
た
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人 数

士　　族

2
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ー
ユ
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1
1
1
6
0
2
0
2
3
0
5
2
5
1
9
5
0
0
4
0
0
0
0
8
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ー
－

　　　　　　1

299（32）

lS，9・1・5（2，97・）
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第10表 終身分与決定高・人数表

石
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
　

5
　
5
　

5
2
　
5
2

0
　
0
　
0
　
0
　
6
　
5
　
0
　
5
　
3
。
　
2
　
0
　
9
　
＆
　
8
　
7
。
　
7
　
6
　
5
，
　
臥
　
5
　
4
　
L

1
1

計

石高合計

人 ．
数

士　族

）
　

）
　

）
　

）
　

）
　
　
　
）
　
）

2
　
2
　
1
　
2
　
3
　
　

4
凸
　
－

く
　
く
　
く
　
く
　
く
　
　

く
　
く

16（15）

870

士族
厄介

）1（

0
0
0
0
0
1
0

）α

2（2）

40

卒

　
　
　
　
　
　
）
）

　
　
　
　
　
　
n
O
4

　
　
　
　
　
　
（
（

0
　
0
　
0
0
0
0
6
6
0
　
1
　
2
0
　
0
0
　
0
　
0
2
　
1
　
0
　
0
3
　
0
3
9

78（10）

503．8

卒厄介

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
¢

0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
2
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0

2（2）

30

民　籍

　
　
　
　
　
　
）
）

　
　
　
　
　
　
－
り
白

　
　
　
　
　
　
（
（

9（3）

154

神職・
寺　僧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

13

129

草　葬

0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
1
　
0
　
4
　
0
　
9
　
9
　
4
　
3
5
　
4
4
　
7
0
　
2
4
　
3
6
　
8
0
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

416

2，291。7

計

）
）
）
）
）
）
）
）

2
2
1
2
3
1
1
0

（
（
（
（
（
（
1
1

2
2
1
2
3
1
蝦
政
1
1
2
4
1
2
9
9
4
3
7
4
5
7
0
2
4
3
9
8
0
3
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

536（32）

石高x人数（石）

　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
　

5
　
　
　
　
　
　8

鑑
・
。
8
。
雛
釜
世
駕
陰
鵡
認
灘
鋤
弱

4，018．5（1，150）
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集
団
、
す
な
わ
ち
譜
代
の
家
臣
団
で
な
い
草
奔
に
対
し
、
少
額
で
は
あ
っ
て

も
こ
れ
だ
け
永
世
分
与
（
さ
し
ず
め
江
戸
時
代
で
あ
っ
た
ら
、
新
規
召
抱
え

の
家
臣
に
な
る
と
い
っ
た
意
味
を
も
つ
）
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
彼
ら
の

働
き
ボ
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
を
象
徴
し
て
い
る
。
な
お
、
草
葬
も
含
め
た

戦
死
者
一
六
名
は
全
員
永
世
分
与
を
う
け
て
い
る
。

　
次
に
終
身
分
与
で
あ
る
が
、
第
一
〇
表
に
み
る
通
り
、
五
三
六
名
に
対
し

合
計
四
〇
一
八
石
余
が
給
与
さ
れ
た
。
こ
こ
で
も
国
事
尽
力
者
は
上
位
を
占

め
、
と
く
に
二
五
石
以
上
は
す
べ
て
国
事
に
奔
走
し
た
者
た
ち
に
よ
っ
て
占

め
ら
れ
、
ま
た
一
五
石
が
最
低
高
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
人
数
は
約
六
％
に

し
か
す
ぎ
な
い
が
、
石
高
は
二
八
％
余
に
達
し
て
い
る
。
そ
れ
に
士
族
も
一

五
石
以
上
に
し
か
み
ら
れ
ず
、
そ
の
殆
ん
ど
ぷ
国
事
尽
力
者
で
あ
っ
た
。
こ

れ
に
対
し
、
卒
の
人
数
は
意
外
に
少
な
く
て
草
葬
が
圧
倒
的
に
多
く
、
草
奔

は
数
の
上
で
は
四
分
の
三
以
上
、
石
高
で
も
五
七
％
を
占
め
て
い
る
点
は
注

目
に
値
し
よ
う
。
民
籍
の
者
九
名
は
、
五
名
が
医
者
で
、
外
に
一
名
漆
終
身

士
分
、
三
名
が
終
身
卒
の
待
遇
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
通
り
、
永
世
・
終
身
の
分
与
状
況
を
み
る
と
、
永
世
分
与
に
は
維

新
期
に
国
審
に
尽
し
た
り
、
戦
争
に
お
け
る
功
績
が
特
に
顕
著
で
あ
っ
た
者

ぷ
含
ま
れ
、
一
方
終
身
分
与
に
は
、
勿
論
功
績
は
高
い
が
比
較
的
身
分
の
低

い
者
が
多
く
加
え
ら
れ
た
と
い
う
傾
向
が
表
わ
れ
て
い
る
。
さ
て
こ
の
永
世

と
終
身
の
区
別
を
い
か
な
る
基
準
で
行
な
っ
た
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
不

明
確
で
あ
る
が
、
軍
功
の
場
合
、
当
初
は
実
戦
に
何
度
臨
ん
だ
か
と
い
う
こ

と
が
問
題
と
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
北
越
の
雪
峠
・
片
貝
・
榎
峠
の

三
戦
に
参
加
し
た
者
が
永
世
、
片
目
ハ
・
榎
峠
な
い
し
奥
羽
の
館
ケ
岡
・
今
泉

の
二
戦
に
加
わ
っ
た
者
は
終
身
分
与
、
戦
闘
に
加
わ
ら
な
か
っ
た
老
に
は
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

給
し
な
い
、
と
い
っ
た
方
針
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
取

調
べ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
あ
と
で
修
正
を
加
え
た
と
き
に
こ
の
原
則
は
若
干

崩
れ
、
ま
た
草
弄
諸
隊
に
は
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
各
人
の
高
を
決
定

す
る
に
つ
い
て
は
、
徳
川
家
が
戦
闘
時
点
の
各
隊
長
に
そ
の
意
見
を
内
密
に

　
　
　
　
　
　
　
（
幻
）

求
め
た
形
跡
も
あ
る
。

　
こ
こ
で
戊
辰
戦
争
に
際
し
、
尾
張
藩
の
指
揮
下
で
活
躍
し
た
草
葬
諸
隊
に

対
す
る
分
与
状
態
を
も
う
少
し
詳
細
に
検
討
し
た
い
。
す
で
に
述
べ
た
如
く
、

草
罪
隊
士
の
分
与
賞
典
禄
は
、
第
一
案
以
来
修
正
の
た
び
に
か
な
り
の
手
直

し
が
な
さ
れ
、
次
第
に
そ
の
数
も
ふ
え
て
い
っ
た
よ
う
に
、
尾
張
徳
川
家
や

名
古
屋
県
で
も
草
葬
の
処
置
に
は
苦
慮
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。
第
一
一
表
は
、

こ
の
草
葬
の
隊
別
分
与
賞
典
禄
決
定
高
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に

よ
れ
ば
大
部
分
が
終
身
分
与
に
ま
わ
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
永
世
分
与
に
加
え

ら
れ
た
者
も
石
高
は
一
七
石
ぷ
最
高
で
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
つ
ま
り
、

帰
順
隊
の
如
く
た
ま
た
ま
尾
張
藩
を
通
じ
て
官
軍
に
投
じ
た
関
係
か
ら
尾
藩

附
属
と
な
っ
た
隊
や
、
そ
の
他
農
兵
隊
と
も
い
う
べ
き
諸
隊
を
、
正
規
の
藩

士
と
同
等
に
扱
う
こ
と
は
、
藩
体
制
の
解
体
時
期
と
は
い
っ
て
も
な
お
不
可

能
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
永
世
・
終
身
分
与
を
う
け
た
者
八
三
五
名
、

合
計
石
高
一
万
二
九
二
〇
石
の
う
ち
、
草
葬
の
占
め
る
割
合
は
人
数
で
は
五

三
％
に
も
達
し
、
石
高
で
は
二
〇
％
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
賞
典
禄
の

分
与
高
調
査
過
程
で
は
藩
士
優
遇
の
状
況
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

数
字
か
ら
草
葬
の
功
績
が
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
が
推
察
さ
れ
る
し
、
ま
た

最
前
線
で
実
戦
に
参
加
し
た
草
奔
は
、
人
数
の
点
か
ら
考
え
て
、
全
員
が
恩
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第11表　草葬諸隊分与状況

永

世

終

身

　17

　16

　15

　12

　11

10

　8．5

　8

　6

小　　計

　13．2

　10

　8．5

　8

7．5

7

6

5．5

5．25

5

4．5

小　計

合　　計

確晦隊

0

0

2

1

0

3

0

3

1

10
（102石）

　0

　0

　0

　6

0

16

11

0

0

0

80

113
（586石）

123
（688石）

集義隊

　　1

　　4

　　0

　　3

　　4

　19

　　0

　40

　　0

　136

　　0

　207
（工，140．2石）

　207
（1，　140．2石）

正気隊

　1

　1

　0

　0

　8

　0

　1

　0

　0

　11
（129．5石）

　0

　0

　3

　0

　0

　0

　9

　30

　24

　0

　0

　66
（370，5石）

77
（500石）

帰順隊

0

2

0

1

0

0

0

0

3

6

（62石）

0

0

6

0

0

0

24

0

0

0

0

30
（195石）

36
（257石）

　27
（293．5石）

　35

　44

　70

　24
　136　’

　80

　416
（2，291．7石）

　413
（2，585．2石）
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禄
に
あ
ず
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
幕
末
・
維
新
期
に
は
多
く
の
藩
で
農
兵
の

組
織
化
を
実
現
し
て
い
た
が
、
尾
州
藩
も
こ
の
例
外
で
は
な
く
、
榜
確
隊
・

集
義
隊
の
よ
う
に
藩
側
が
組
織
し
た
場
合
も
あ
れ
ば
、
正
気
隊
の
ご
と
く
勤

王
の
有
志
が
同
志
を
糾
合
し
て
藩
に
出
兵
を
願
っ
た
場
合
も
あ
っ
た
が
、
実

戦
に
お
い
て
は
こ
れ
ら
諸
隊
が
最
前
線
で
戦
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
草

葬
諸
隊
は
い
ず
れ
も
銃
隊
と
し
て
編
成
さ
れ
て
お
り
、
銃
が
主
た
る
武
器
で

あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
る
。
な
お
別
に
、
一
〇
〇
名
余
の
卒
銃
隊
士
が
賞
典
禄

の
・
分
与
に
あ
ず
か
っ
て
い
る
（
卒
銃
隊
二
六
名
は
各
々
永
世
高
二
五
石
、
同

三
七
名
は
各
一
二
石
、
そ
し
て
同
三
九
名
に
対
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
に
終
身
高

一
石
二
斗
漢
分
与
さ
れ
て
い
る
）
が
、
銃
隊
土
の
数
は
草
轟
が
圧
倒
的
に
多

い
。

　
次
に
草
弄
各
隊
の
主
要
人
物
の
分
与
高
に
つ
い
て
若
干
述
べ
て
お
く
と
、

轟
隊
は
総
轄
で
あ
る
岡
誠
一
・
竹
端
整
が
各
永
世
一
五
石
（
第
二
案
で
も

同
額
）
で
、
同
監
軍
松
山
義
根
が
同
一
二
石
（
第
二
案
で
は
永
世
一
五
石
）
、

同
司
令
官
山
田
稲
太
は
同
一
〇
石
（
第
二
案
で
は
永
世
一
五
石
）
で
あ
り
、

上
野
で
の
彰
義
隊
と
の
戦
闘
で
戦
死
し
た
中
嶋
吉
三
郎
・
牧
新
次
郎
・
佐
久

間
建
雄
に
は
永
世
八
石
ず
つ
（
第
二
案
で
は
分
与
対
象
外
）
と
な
っ
て
い
る
。

集
義
隊
は
北
越
方
面
に
出
兵
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
永
世
分
与
分
よ
り
除

外
さ
れ
、
終
身
分
与
の
み
と
な
っ
て
い
る
が
、
最
高
の
＝
二
石
二
斗
の
分
配

を
う
け
た
の
は
同
隊
の
中
隊
を
指
揮
し
た
佐
藤
信
吾
（
第
二
案
で
は
対
象

外
）
で
あ
っ
た
。
正
気
隊
は
総
括
林
吉
左
衛
門
宜
親
が
永
世
一
七
石
（
第
二

案
で
は
永
世
一
五
石
）
、
同
兼
松
誠
左
衛
門
守
訓
が
同
一
六
石
（
第
二
案
は

同
一
五
石
）
、
討
死
し
た
本
多
又
蔵
ら
四
名
は
同
二
石
（
第
二
案
で
は
同

二
〇
石
）
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
帰
順
隊
は
、
長
官
三
木
七
郎
正
邦
・
副
長
官

暮
地
太
郎
義
信
が
各
永
世
一
・
六
石
（
第
二
案
は
い
ず
れ
も
永
世
一
五
石
）
、

真
貝
虎
雄
は
同
一
一
一
石
（
第
二
案
は
永
世
一
五
石
）
と
な
っ
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
分
与
高
が
決
定
し
た
老
に
対
し
て
は
次
の
よ
う
な
徳
川
慶
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

・
義
宜
父
子
連
名
の
黒
印
状
が
交
付
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間
宮
六
郎

　
高
百
五
拾
石

　
御
一
新
後
国
事
尽
力
二
因
り
、
為
賞
典
如
斯
終
身
令
分
与
者
也
、

　
　
明
治
四
年

　
　
　
辛
未
九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
従
一
位
徳
川
慶
勝
㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
従
三
位
徳
川
義
宜
㊥

　
右
は
終
身
一
五
〇
石
を
給
せ
ら
れ
た
間
宮
六
郎
宛
の
黒
印
状
で
あ
る
が
、

ほ
か
の
も
皆
同
文
で
、
た
だ
文
中
の
「
国
事
尽
力
」
が
人
に
よ
っ
て
「
軍

功
」
と
あ
？
た
り
、
「
終
身
」
が
「
永
世
」
と
な
っ
て
い
た
り
し
て
い
る
。

ま
た
草
奔
に
対
し
て
は
一
紙
で
何
名
か
ま
と
め
て
下
付
し
て
い
る
場
合
も
あ

る
。
例
え
ぽ
正
気
隊
六
六
名
に
は
終
身
三
七
〇
石
五
斗
を
一
通
の
黒
印
状
で

ま
と
め
て
給
与
し
て
い
る
が
ご
と
く
、
若
干
扱
い
溺
異
な
っ
て
い
る
。
さ
て

こ
の
黒
印
状
は
明
治
四
年
九
月
付
で
あ
る
が
、
四
年
九
月
に
交
付
さ
れ
た
も

の
で
は
な
く
、
こ
の
月
よ
り
分
与
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
黒
印
状
を
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

際
に
頒
布
し
た
の
は
明
治
五
年
二
月
二
三
日
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
な
お
、
右
の
分
与
が
確
定
し
た
段
階
で
、
当
時
罪
科
に
よ
っ
て
賞
禄
に
あ

ず
か
ら
な
か
っ
た
太
田
園
三
（
軍
功
・
士
族
）
・
千
賀
半
五
郎
知
足
（
軍
功
・
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卒
）
の
二
名
に
、
徳
川
家
の
取
り
分
二
〇
〇
〇
石
の
う
ち
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
永

世
二
五
石
と
一
五
石
が
、
六
年
三
月
に
追
加
分
与
さ
れ
た
。
こ
れ
は
両
名
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

免
罪
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
四
年
九
月
以
降
支
給
さ
れ
る
分
与
高
が
決
定
し
た
際
に
徳
川
家

で
は
、
二
・
三
年
分
の
賞
典
禄
か
ら
軍
功
の
士
卒
に
分
配
金
を
下
付
し
た
の

に
続
い
て
、
四
年
正
月
か
ら
八
月
ま
で
の
八
カ
月
分
の
賞
典
禄
を
配
分
す
る

計
画
を
た
て
た
。
こ
れ
は
二
年
分
の
分
配
金
と
同
様
、
三
分
の
一
の
高
五
〇

〇
〇
石
の
一
二
分
の
八
に
相
当
す
る
二
七
七
七
円
余
を
、
四
年
九
月
よ
り
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

与
を
受
け
る
こ
と
が
決
定
し
た
者
に
分
賦
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
四
年

九
月
よ
り
の
分
与
賞
典
禄
に
漏
れ
た
者
の
う
ち
、
二
年
分
の
分
配
金
を
酒
肴

料
の
名
目
で
一
回
限
り
支
給
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
実
戦
に
参
加
し
な
か
っ
た

出
征
士
卒
に
対
し
、
隊
長
に
一
〇
〇
円
、
軍
目
付
に
二
〇
円
、
小
隊
司
令
に

一
〇
円
な
い
し
七
円
、
参
謀
は
三
〇
円
、
隊
士
に
は
隊
ご
と
に
何
百
円
と
い

う
具
合
に
慶
勝
の
手
元
金
か
ら
特
別
に
一
時
金
（
総
額
二
二
四
二
円
）
を
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

給
す
る
計
画
も
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
こ
れ
ら
の
金
ガ
分
配
さ
れ
た

か
ど
う
か
不
明
確
な
の
で
、
検
討
は
後
日
に
譲
る
。

む
す
び
に
か
え
て

　
以
上
、
尾
張
徳
川
家
が
維
新
期
の
功
労
士
卒
に
対
し
、
い
か
に
賞
典
禄
を

分
与
し
た
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
徳
川
家
は
高
一
万
五
〇
〇

〇
石
の
賞
典
禄
を
新
政
府
か
ら
給
付
さ
れ
た
が
、
戊
辰
戦
争
に
戦
功
の
あ
っ

た
者
に
は
す
で
に
明
治
二
年
二
月
に
賞
与
を
実
施
し
て
い
た
関
係
上
、
当
初

賞
典
禄
の
分
与
を
行
な
わ
な
か
っ
た
。
し
か
し
家
禄
削
減
を
基
調
と
す
る
禄

制
改
革
に
よ
っ
て
士
卒
の
窮
乏
が
著
し
く
な
る
と
、
賞
典
禄
の
分
配
を
考
慮

せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
ま
ず
明
治
二
年
分
の
徳
川
家
の
賞
秩
の
三
分
の
一

（
高
五
〇
〇
〇
石
、
現
米
一
二
五
〇
石
）
を
現
金
で
分
賦
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
こ
で
戊
辰
戦
争
に
出
陣
し
た
者
に
、
漕
肴
料
名
目
の
も
の
も
含
め
て

広
く
交
付
し
、
三
年
分
は
約
四
分
の
一
を
実
戦
参
加
者
に
対
象
を
限
定
し
て

配
分
さ
れ
た
。
そ
し
て
四
年
九
月
か
ら
は
永
世
・
終
身
の
別
を
た
て
、
有
功

の
者
へ
石
高
を
も
っ
て
分
割
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
恩
禄
固
定
化
の
措

置
に
つ
い
て
は
不
公
平
に
な
ら
な
い
よ
う
十
分
検
討
さ
れ
、
結
果
的
に
は
三

度
の
修
正
を
経
て
高
が
決
定
さ
れ
た
。
分
与
総
高
は
、
一
万
五
〇
〇
〇
石
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

う
ち
か
ら
徳
川
家
取
得
分
二
〇
〇
〇
石
と
招
魂
社
費
用
八
〇
石
を
控
除
し
た

一
万
二
九
二
〇
石
と
定
ま
っ
た
。
そ
こ
で
こ
の
一
万
ご
九
二
〇
石
を
有
功
の

士
卒
へ
配
分
す
る
が
、
国
事
に
尽
捧
し
た
者
に
も
分
与
す
る
こ
と
に
な
り
、

結
局
国
事
尽
力
者
六
四
名
（
全
体
の
八
％
弱
）
に
は
四
一
二
〇
石
（
分
与
総

高
の
約
三
二
％
）
と
い
う
比
較
的
高
い
分
与
高
と
な
っ
た
。
一
方
軍
功
の
者

へ
の
分
与
は
、
実
戦
に
ど
れ
だ
け
参
加
し
た
か
と
い
っ
た
こ
と
が
主
た
る
基

準
に
な
っ
て
決
定
さ
れ
、
結
果
は
従
来
の
身
分
制
に
則
り
な
が
ら
も
、
実
戦

で
大
き
な
功
績
を
た
て
た
草
葬
諸
隊
に
も
全
体
の
五
分
の
一
の
石
高
を
割
当

て
、
広
く
恩
典
を
施
し
た
。
殊
に
草
弄
の
処
置
に
つ
い
て
は
極
め
て
苦
心
し

た
が
、
最
終
的
に
は
第
一
線
で
の
実
戦
参
加
者
全
員
と
思
わ
れ
る
四
四
三
名

に
分
与
賞
典
禄
が
支
給
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
草
舞
の
活
躍
ぶ
り
ボ
窺
わ
れ

る
。
こ
の
草
葬
隊
は
す
ぺ
て
銃
で
武
装
し
て
お
り
、
当
然
尾
張
藩
部
隊
の
中

心
的
戦
闘
用
員
と
し
て
最
前
線
で
戦
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
、
賞
典
禄
の
配
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分
か
ら
除
外
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
裏
を
か
え
せ
ば
、
草
奔
が
賞

典
禄
の
分
与
を
強
く
希
望
し
て
い
た
証
拠
で
も
あ
り
、
こ
の
欲
求
を
名
古
屋

県
と
徳
川
家
が
汲
取
っ
た
こ
と
は
評
価
で
き
よ
う
。
し
か
し
一
方
で
は
、
士

族
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
の
で
、
尾
張
徳
川
家
の
賞
典
禄

分
与
の
特
徴
は
、
従
来
の
身
分
制
を
尊
重
し
な
が
ら
も
、
新
し
い
勢
力
（
草

蓼
　
へ
の
対
応
も
怠
ら
な
か
っ
た
と
い
う
二
面
性
を
も
つ
点
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
賞
典
禄
の
分
与
額
決
定
作
業
に
つ
い
て
は
、
名
古
屋
藩
な
い
し
名
古

屋
県
に
そ
の
事
務
が
委
任
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
特
に
二
・
三
年
分
の

分
配
金
は
、
徳
川
家
が
藩
に
現
金
を
引
渡
し
た
の
み
で
、
分
与
金
額
の
決
定

な
ど
に
つ
い
て
は
藩
の
軍
事
掛
が
行
な
い
、
四
年
の
石
高
分
割
に
際
し
て
も

県
が
原
案
を
作
成
し
、
こ
れ
に
徳
川
家
の
意
向
を
反
映
さ
せ
て
修
正
す
る
と

い
っ
た
手
続
が
と
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
本
来
は
徳
川
慶
勝
父
子
に
給
付
さ

れ
た
賞
禄
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
事
務
手
続
は
徳
川
家
で
行
な
う
べ
き
性

質
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
版
籍
奉
還
に
よ
っ
て
旧
藩
主
家
と
藩
庁
が
切

離
さ
れ
た
際
、
旧
家
臣
団
は
藩
庁
側
の
管
轄
下
に
は
い
っ
た
た
め
に
、
賞
典

禄
の
分
与
は
、
い
わ
ば
藩
な
い
し
県
と
旧
藩
主
家
が
協
力
せ
ね
ば
で
き
な
い

事
情
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
上
述
の
よ
う
に
分
与
賞
典
禄
演
決
定
す
る
と
、
や
は
り
不
満
も
で
て
き
て
、

の
ち
に
恩
典
に
あ
ず
か
る
べ
き
者
を
推
薦
し
た
り
、
自
己
の
賞
秩
を
返
上
す

る
か
わ
り
に
別
の
者
へ
加
増
を
願
っ
た
り
す
る
者
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は

す
べ
て
取
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
最
後
に
、
賞
典
禄
に
関
し
て
残
さ
れ
た
問
題
を
指
摘
し
て
お
く
こ
と
に
し

た
い
。
そ
れ
は
明
治
六
年
末
に
、
一
〇
〇
石
未
満
の
家
禄
・
賞
典
禄
を
有
す

る
者
に
対
し
、
こ
れ
を
奉
還
す
れ
ば
相
応
の
資
本
金
を
与
え
る
旨
の
太
政
官

　
（
2
8
）

布
告
が
出
さ
れ
、
尾
張
徳
川
家
の
分
与
賞
典
禄
に
庵
変
動
が
あ
ら
わ
れ
る
が
、

こ
の
賞
禄
奉
還
の
問
題
、
そ
れ
に
徳
川
家
に
ま
る
賞
典
禄
の
使
途
の
問
題
が

あ
る
の
で
、
こ
れ
は
別
稿
を
期
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

曹
（
付
記
）
　
本
稿
の
作
成
に
当
た
り
、
徳
川
林
政
史
研
究
所
長
所
三
男
先

　
生
を
は
じ
め
所
員
の
方
々
に
大
変
御
世
話
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
深
甚
の
謝

　
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
　
〔
註
〕

　
（
1
）
　
深
谷
博
治
『
新
訂
華
士
族
秩
禄
処
分
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
）
二
一
八
～
二
二

　
　
七
頁
、
丹
羽
邦
男
『
明
治
維
新
の
土
地
変
革
』
（
御
茶
の
水
秘
房
）
七
四
～
七
九
頁
、

　
　
下
山
三
郎
『
近
代
天
皇
制
研
究
序
説
』
（
岩
波
書
店
）
一
七
三
～
一
八
八
頁
な
ど
。

　
（
2
）
　
幕
末
の
動
向
に
つ
い
て
は
『
愛
知
県
史
』
第
三
巻
第
一
章
第
一
節
、
戊
辰
戦
争

　
　
に
つ
い
て
は
コ
ニ
世
紀
事
略
　
七
」
（
『
名
古
屋
叢
書
』
第
五
巻
）
を
参
照
し
た
。

　
（
3
）
　
コ
ニ
世
紀
事
略
　
四
」
三
二
三
頁
。
　
．
（
4
）
　
「
賞
典
調
書
」
。

　
（
5
）
　
『
愛
知
県
史
』
第
三
巻
、
五
一
～
四
頁
。
　
　
　
p

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
禄
）

　
（
6
）
　
「
明
治
二
年
汐
　
御
賞
典
一
巻
」
二
五
丁
表
に
、
「
御
貰
典
録
之
三
分
一
出
兵

　
　
之
輩
江
被
下
金
、
藩
江
御
下
ヶ
方
之
儀
・
一
付
、
当
閏
十
月
御
申
聞
之
趣
有
之
」
と
あ
る

　
　
に
よ
る
。
　
（
7
）
　
同
右
史
料
二
丁
表
～
四
丁
裏
。

　
　
　
　
　
　
　
（
禄
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
（
8
）
　
「
御
賞
典
録
御
分
配
金
請
取
帳
」
に
よ
る
と
、
二
月
と
三
月
及
び
六
月
と
七
月

　
　
の
日
付
を
記
し
た
受
領
証
が
あ
る
。
ま
た
、
表
紙
に
「
御
賞
典
御
分
与
人
別
所
附
」

　
　
と
あ
る
冊
子
中
の
「
北
越
・
奥
羽
出
兵
之
輩
江
巳
年
御
賞
典
禄
分
配
金
等
調
帳
」
に
、

　
　
辛
未
（
明
治
四
年
）
九
月
付
で
分
配
金
の
残
額
を
精
算
し
た
計
算
魯
が
あ
る
の
で
、

　
　
九
月
に
は
分
配
が
完
了
し
た
と
み
て
よ
い
。

　
（
9
）
前
掲
「
御
賞
典
録
御
分
配
金
請
取
帳
」
に
あ
る
金
額
を
計
算
す
る
と
、
第
一
表

　
　
の
数
字
よ
り
若
干
少
な
く
な
る
。
但
し
、
酒
肴
料
の
合
計
は
一
〇
〇
〇
円
余
と
な
っ

24



O

分与賞典禄の研究

　
て
第
一
表
の
D
～
H
の
合
計
金
額
一
〇
七
三
円
五
〇
銭
に
近
い
数
字
と
な
る
た
め
、

　
D
～
H
グ
ル
ー
プ
の
者
た
ち
が
一
時
金
の
支
給
を
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
1
0
）
　
西
尾
豊
作
『
子
爵
田
中
不
二
麿
伝
（
尾
藩
勤
王
史
）
』
三
〇
三
～
四
頁
。

（
1
1
）
　
『
同
右
』
三
〇
四
頁
。
　
（
1
2
）
　
『
同
右
』
三
〇
一
～
三
頁
。

（
1
3
）
　
『
同
右
』
三
〇
三
頁
。

（
1
4
）
　
「
明
治
二
己
巳
年
ヨ
リ
同
六
癸
酉
年
マ
テ
　
御
賞
典
禄
御
勘
定
帳
」
五
丁
表
に

　
よ
る
と
、
三
年
分
の
分
与
額
は
六
一
七
六
円
四
銭
八
厘
五
毛
と
あ
る
。
し
か
し
同
史

　
料
の
二
年
分
の
分
配
額
は
一
万
一
四
三
五
円
一
九
銭
五
厘
五
毛
と
な
っ
て
い
て
、
実

　
際
の
分
与
額
一
万
一
七
入
九
円
五
〇
銭
よ
り
三
五
四
円
三
〇
銭
四
厘
五
毛
少
な
い
。

　
一
方
、
「
北
越
・
奥
羽
出
兵
之
輩
江
巳
年
御
賞
典
禄
御
分
配
金
等
調
帳
」
で
は
、
二

　
年
分
の
賞
典
禄
三
分
の
一
の
代
金
だ
け
で
は
分
与
総
額
に
不
足
し
、
三
年
分
賞
典
禄

　
の
内
三
八
三
円
三
三
銭
一
厘
二
毛
を
加
え
て
い
る
。
従
っ
て
前
者
史
料
の
三
年
分
分

　
与
額
に
は
、
二
年
分
へ
差
加
え
た
三
五
四
円
余
程
度
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
と
推
定

　
さ
れ
る
。
そ
こ
で
三
年
分
の
配
分
額
は
六
一
七
六
円
余
か
ら
三
五
四
円
余
を
差
引
い

　
た
五
八
二
一
円
七
四
銭
四
厘
程
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
1
5
）
　
『
法
令
全
書
』
明
治
四
年
九
月
大
蔵
省
第
六
四
号
布
告
。

（
1
6
）
史
料
仮
番
号
八
四
。
　
（
1
7
）
史
料
仮
番
号
四
一
・
四
二
。

（
1
8
）
　
「
賞
典
録
一
件
　
七
」
一
了
表
。
こ
の
史
料
は
、
名
古
屋
側
で
作
成
し
た
分
与

　
取
調
帳
に
対
す
る
東
京
側
の
意
見
と
考
え
ら
れ
る
が
、
年
代
は
未
詳
で
あ
る
。
本
文

　
に
掲
げ
た
部
分
で
は
、
茅
原
田
音
吉
に
対
し
慶
勝
・
義
宜
連
印
の
賞
典
禄
分
与
黒
印

　
状
が
す
で
に
下
付
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
受
け
と
れ
る
が
、
彼
は
第
三
案
か
ら
名
が
消

　
え
て
い
る
の
で
、
黒
印
状
は
最
終
決
定
を
ま
た
ず
に
あ
る
程
度
作
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ

　
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
ま
た
若
林
・
堀
田
（
と
も
に
陣
代
）
に
つ
い
て
は
、
「
御
黒
印
之
内
御
取
消
井
調

　
替
」
（
「
賞
典
録
一
件
　
七
」
五
丁
表
）
に
名
が
載
っ
て
い
る
。
以
下
異
動
の
あ
っ
た

　
者
は
こ
こ
に
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
1
9
）
　
註
（
1
8
）
に
同
じ
。
な
お
前
掲
『
子
爵
田
中
不
二
麿
伝
』
二
九
七
頁
に
、
五
味

　
織
江
に
賞
典
禄
七
〇
石
が
給
与
さ
れ
た
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
彼
を
分

　
与
予
定
者
に
加
え
て
い
る
の
は
本
稿
で
い
う
第
二
案
の
み
で
あ
る
上
に
、
ま
た
同
書

　
三
〇
五
頁
に
徳
川
家
に
支
給
さ
れ
た
賞
典
禄
の
分
配
内
訳
（
徳
川
家
・
永
世
分
与
・

　
終
身
分
与
・
招
魂
社
の
そ
れ
ぞ
れ
の
石
高
）
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
数
字
も
第

　
二
案
の
も
の
で
最
終
決
定
高
で
は
な
い
。
従
っ
て
同
書
は
、
第
二
案
の
史
料
に
基
づ

　
い
て
記
述
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

（
2
0
）
　
「
賞
典
調
書
」
三
九
丁
表
。
　
（
2
1
）
　
「
賞
典
録
一
件
　
七
」
八
一
丁
に
、
徳

　
川
家
の
白
井
武
啓
が
発
し
た
照
会
状
の
写
し
が
あ
る
。

（
2
2
）
　
「
分
与
賞
典
録
請
書
綴
」
に
返
上
さ
れ
た
黒
印
状
五
二
通
が
綴
ら
れ
て
お
り
、

　
更
に
一
通
別
の
綴
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
　
（
2
3
）
　
「
賞
典
録
御
墨
印
受
領
状
」
に

　
↓
よ
、

　　　　
が＆，

　、

A　　A　　A
＆6i姿i翫

五
年
二
月
二
三
日
に
受
取
っ
て
い
る
者
が
多
く
み
ら
れ
る
。

「
賞
典
禄
分
与
御
届
」
の
写
し
（
「
賞
典
禄
取
調
帳
　
四
」
所
収
）
に
よ
る
。

「
賞
典
録
一
件
七
」
＝
一
丁
表
。

「
同
右
」
九
丁
表
～
一
一
丁
表
及
び
三
三
丁
。

徳
川
家
の
取
り
分
は
、
当
初
一
〇
分
の
一
の
一
五
〇
〇
石
を
予
定
し
て
い
た

一
部
で
は
こ
れ
に
五
〇
〇
石
加
え
、
功
労
者
の
う
ち
で
分
与
賞
典
禄
に
漏
れ
た

　
者
な
ど
が
万
一
あ
っ
た
場
合
に
こ
の
五
〇
〇
石
の
中
か
ら
追
加
分
賦
す
る
よ
う
に
、

　
と
い
っ
た
意
見
も
あ
っ
た
が
、
結
果
は
東
京
側
の
意
向
も
あ
っ
て
二
〇
〇
〇
石
と
決

　
定
し
た
（
「
賞
典
録
一
件
七
」
二
丁
表
）
。

（
2
8
）
　
『
法
令
全
書
』
明
治
六
年
＝
一
月
二
七
日
太
政
官
第
四
二
五
号
布
告
。

（
追
記
）
本
稿
作
成
後
、
高
木
俊
輔
氏
よ
り
有
益
な
御
教
示
を
得
、
ま
た
長
谷
川
　
昇

　
「
尾
張
藩
革
葬
隊
始
末
孜
」
（
「
東
海
学
園
女
子
短
大
紀
要
」
一
号
）
の
あ
る
こ
と
を

　
御
指
摘
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
十

　
分
活
用
で
き
な
か
っ
た
点
を
お
断
わ
り
し
て
お
く
。
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